
二次

科目

英語
（75）

30% 30% 25% 25% 20% 30% 30%

国語
（68）

10% 10% 15% 15% 20% 10% 10%

数学
（49）

30% 30% 30% 25% 15% 20% 20%

地理
(36)

10% 10% 15% 20% 25% 20% 20%

世界
史

(40)

20% 20% 15% 15% 20% 20% 20%

センター 0 ：10 1 ： 9 2 ： 8 4 ： 6 7 ： 3

東大模試の過去問題集を使用し、第
二問、第三問の演習を続けました。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

『世界史B』(実教出版)の教科書を読
み込んでいました。また、一問一答を
毎日30ページほど演習していました。

10月の学習と基本的には同様に学習
していました。時折、荒巻豊志先生の
東大特進のテキストの復習をしていま
した。

センター試験の世界史の過去問を一
気に解きました。そして、間違った問
題を一問一答風に書き換えて一問一
答問題集に書き足していました。

荒巻豊志先生の授業の復習、教科書
の読み込みを行った後、それに対応
する箇所の過去問を解いていました。

センター試験型問題集を５回分演習し
たところ、全て94点～100点の間に収
まったので、二次試験対策をしていま
した。第2問を中心に演習しました。

荒巻豊志先生の東大特進の授業・自
身での過去問演習の中で、まだ解い
ていない過去問を解いていきました。
(第1問は自分で解いても、良い答案は
書けないのであまり時間はかけませ
んでした。)

少し余裕をもって本番を迎えるため
に、80分で東大型の数学の問題演習
を行いました。またセンター試験明け
の1月と同様に、解けなかった問題の
中で、かつ完答すべきだった問題はス
クラップブックにまとめました。

学校の演習の授業が比較的充実して
いたので、それをメインに学習し、新出
事項を『地理の研究』（帝国書院）で確
認しました。

学校での東大・京大の過去問の演習
を中心にしながら、『地理の研究』(帝
国書院)で新出分野の確認、という勉
強法を続けていました。

本格的に過去問に取り組むには、ま
だ実力が足りないと思ったので、学校
の授業以外ではまだ過去問には手を
出しませんでした。センター試験の過
去問を一週間に2年分ほど演習しまし
た。

センター試験の過去問を1日に1セット
演習しました。この時期は二次試験対
策はほぼしていませんでした。

センター試験の過去問を25年分終え
たので、『マーク式総合問題集地理B
2016 』(河合出版)を購入し、1日に1
セット演習しました。

二次試験の過去問を解き、解説で有
用だと思ったフレーズをスクラップブッ
クにまとめていました。

地理のみで70分で解く練習を行いまし
た。またセンター試験明けの時期と同
様、解説の有用な箇所をスクラップ
ブックにまとめました。

基礎の確認と東大の過去問の演習を
同時並行で行っていました。基礎の確
認は『スタンダード数学演習ⅠAⅡB』
(数研出版)で、東大の過去問は『東大
の文系数学25カ年』（教学社）で演習し
ていました。

一通り東大の過去問の演習を終えま
したが、まだ実力が完成していないと
感じたので、『東大数学で1点でも多く
とる方法(文系編)』(東京出版)を購入し
テーマ別に演習しました。大体1日に2
題のペースで演習しました。

『東大数学で1点でも多くとる方法(文
系編)』(東京出版)を用いて引き続き復
習をしていました。まだセンター試験
対策はしていませんでした。

センター試験の数学の演習を始めまし
た。過去問ではなく、学校で配布され
たセンター試験型問題集を使っての演
習でした。1日にⅠAもしくはⅡBを1
セット使いました。

ほぼセンター試験の数学だけを勉強し
ていました。1日にⅠA、ⅡBそれぞれ
を1セットずつ演習しました。

東大模試の過去問題集の数学をたく
さん演習しました。(1日に1セットを目
安)また、わからなかった問題で、かつ
完答すべきだった、と思われる問題に
ついてはスクラップブックにまとめまし
た。

120分正確に計って演習することを意
識して演習しました。1日に2セットの演
習をすることもありました。

古文は『必修古文単語735』(三省堂)
で単語をおさえて、あとは過去問を解
いていました。漢文は『最強の漢文』(Z
会出版)で句形を暗記していました。

春期集中講座や前期集中講座で扱っ
た、林修先生の授業の現代文の過去
問を復習していました。古文と漢文は
10月と同様に学習していました。

センター試験の国語の過去問を1日に
大問2つのペースで演習しました。そ
のほかは、東大の古文・漢文の過去
問を1日2題ほど演習していました。

センター試験の国語を25年分解き終
えられるか怪しいペースだったので、1
週間に一度は多くの大問を解く日を設
けました。(多い日は一日に８題ほど)

センター試験の国語を1年分ずつセッ
トで解くことをはじめました。意外と時
間が厳しいので、80分の演習は必ず
行うべきだと思います。

東大模試の過去問題集の古文と漢文
をたくさん演習しました。(1日に古文２
つ漢文２つを目安)

150分の時間を計って東大型模試を解
いていました。そのほかは、基本的な
古文単語の見直し、句形の確認、林
修先生の東大現代文の授業の復習を
行っていました。

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

『鉄緑会　東大英単語熟語　鉄壁』(角
川学芸出版)を毎日6章演習する習慣
を継続していました。(これは2月26日
まで欠かしませんでした。)東大の過去
問を大問ごとに演習していました。

東大の過去問の大問別の演習を続け
ていました。1日に特定の大問を４問
ほど解いていました。

過去問を大問別に演習し続けた結
果、大問ごとにばらばらに25年分の過
去問を早々に解き終えてしまいまし
た。そのため、早稲田大学の２５か年
の過去問を購入し、解いていました。

センター試験の過去問の文法問題の
部分のみ演習していました。二次試験
対策として、東大模試の過去問題集を
使って演習しました。

アクセント問題が苦手だったので、イ
ンターネットを参照してアクセントの原
則を調べ、ひたすら暗記しました。二
次試験対策として、東大模試の過去
問題集も引き続き解いていました。

東大模試の過去問題集の演習をひた
すら行いました。また『東大英語リスニ
ング』(鉄緑会英語科)をこの時期に購
入し、1日に1題のペースで演習しまし
た。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

11月

科　類

文科一類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

1 ページ
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二次

科目

英語
(75)

20% 20% 20% 25% 25% 20% 20%

国語
(67)

(ほぼ)
0%

(ほぼ)
0%

(ほぼ)
0%

10% 10% 10% 10%

数学
(68)

20% 20% 20% 15% 15% 20% 20%

日本史
(40)

30% 30% 30% 30% 30% 30% 25%

世界史
(41)

30% 30% 30% 20% 20% 20% 25%

センター 0 : 10 1 : 9 2 : 8 3 : 7 9 : 1

11月

科　類

文科一類

5科目に対
する学習

割合
10月

5科目に対
する学習

割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

秋以降は英語に時間を割きたくなかっ
たので、夏休みにある程度仕上げまし
た。週一回のテストゼミと単語帳で英
語に触れ、余裕がある時に『東大の英
語25カ年』（教学社）の古い年から第5
問を消化していきました。（要約、文法
の過去問は直近10年分を残して夏休
みに消化しました。）リスニングが苦手
だったので、通学時間に『キムタツの
東大英語リスニング』（アルク）の音声
を聞いていました。

基本的に先月と同様です。東大の過
去問の第5問を直近10年分を残して消
化した頃、『東大の過去問25ヶ年』（教
学社）の和訳の過去問を始めました。

基本的に先月と同様です。自由英作
文の出来が悪くなってきたように感じ
たので、高校一年生の時に使ってい
た『頻出英作文』（桐原書店）を復習し
ていました。

センター試験の英語の対策はせず、
時間を意識した二次試験対策を重点
的に行いました。東大模試の復習、残
しておいた直近10年分の東大の過去
問をセットで時間を計って消化しまし
た。また、今までに使ってきた単語帳
の復習を開始しました。長期休暇ごと
復習していた、文法の参考書を再度
復習しました。

先月と基本的に同様です。 先月と基本的に同様ですが、リスニン
グに力を入れ始めました。具体的に
は、『キムタツの東大英語リスニング
SUPER』（アルク）を進め、復習として
シャドーイングをしていました。

5科目に対
する学習

割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

先月と基本的に同様です。

夏休みに古文、漢文の文法事項は復
習していたので、古文・漢文は学校の
授業を聞くのみでした。現代文に関し
ては、二週間に一度、東大特進の林
修先生の授業で扱った問題の復習を
していました。

基本的に先月と同様です。学校で現
代文、古文、漢文のセンター試験の過
去問を使った演習が始まったので、家
で過去問を解く時間は設けていませ
んでした。『鉄緑会東大古典問題集』
（角川学芸出版）を始めました。

基本的に先月と同様です。 一旦二次試験対策をやめ、学校で扱
わなかったセンター試験の過去問を
時間を計って解いていきました。

基本的に先月と同様です。 東大特進の林修先生の授業で扱った
過去問をいくつか抽出して復習しまし
た。

古文、漢文の過去問を『鉄緑会東大
古典問題集』（角川学芸出版）を使っ
て復習しました。その際、解説を読み
込み、知らなかった古文常識、漢文常
識は積極的にノートに保存していまし
た。

基本的に先月と同様です。難しい問
題も演習しながら、基本を復習するう
ちに、初見の問題にも対応できるよう
になりました。

苦手だったので、『日本史ノート』（山
川出版社）を何周もし、それでも覚え
られない分をカバーするために論述
の対策も兼ねて、『実力をつける日本
史100題』（Z会出版）を進めました。
『詳説日本史B』（山川出版社）『大日
本史』を並行して読んでいました。（過
去問は9月から古い年を時代ごとに解
き始めました。）

本格的に取り組み始めた東大の過去
問の出来があまりにも悪かったので、
教科書の読み込みを念入りに行い、
論述に使えそうな表現、知識は積極
的にノートに書き込み保存していまし
た。論述対策のための参考書も読み
込みました。

基本的に先月と同様です。 センター試験の過去問を解き始めたと
ころ、80点台になかなか到達しなかっ
たため、二次試験対策は中断しまし
た。センター試験対策の問題集と並行
しながら、ひたすらセンター試験の過
去問を解いていました。

一旦二次試験対策をやめ、センター
試験対策のみ行っていました。

模試の復習をしながら、東大の過去
問の直近10年分を時代ごと（古代、中
世、近世、近代）に解き直しました。

先月と基本的に同様です。過去問を
解き終わってからは、『東大日本史問
題演習』（東進ブックス）を使って本番
を想定しながら演習していました。

苦手だったので、1日に1時間半は数
学に触れることを心がけていました。
基本的には夏休み中に解いた問題の
復習をしていました。

基本的に先月と同様です。 基本的に先月と同様ですが、センター
試験のⅡBが苦手だったので、セン
ター試験用の問題集もたまに解いて
いました。『東大の文系数学25カ年』
（教学社）の解法がわかりづらかった
ため、解説の詳しい『鉄緑会東大数学
問題集』(角川学芸出版)を使い始めま
した。

基本的に先月と同様です。 一旦、東大の過去問演習、二次試験
対策をやめ、センター試験の過去問を
時間を計って解いていました。（個人
的にはこの時期の勉強として、セン
ター試験の過去問の演習よりも、青
チャートなど基本的な問題集の復習を
すべきだったと思っています。）

センター試験のⅡBで60点台を叩き出
してしまい、失敗の原因を振り返った
ところ、基本をおろそかにしていたこと
に気づきました。『東大の過去問25カ
年』（教学社）を分野別に解き直しなが
ら、青チャートに戻って基本が曖昧に
なっていた分野（微分など）を総復習し
ました。

先月に終わらなかった過去問の第1問
を解き、第2問第3問の復習をしまし
た。『世界史B』（東京書籍）を念入りに
読み、試験で問われそうな記述には
下線を引いていました。（本番で出た
箇所があったので、やって良かったと
思います）

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

『詳説世界史B』（山川出版）を読み込
みながら、1日1章ずつ、一問一答をこ
なしました。世界史も苦手で覚えられ
ていなかったので、『実力をつける世
界史100題』（Z会出版）も進めていまし
た。（過去問は9月から第2問、第3問
を古い年から解き始めました。）

世界史も論述の出来が芳しくなかった
ため、『世界史B』（東京書籍）を読み
込み始めました。論述に使えそうな表
現、知識は積極的にノートに書き込み
保存していました。10月同様、一問一
答もこなしていました。

基本的に先月と同様です。 東大の過去問演習をしながら、セン
ター試験の過去問を解き始めました。
この時期も教科書の読み込みを忘れ
ませんでした。また、知識の整理のた
めに『各国別世界史ノート』（山川出
版）を始めました。

一旦二次試験対策をやめ、センター
試験対策のみ行っていました。具体的
には、センター試験の過去問で正解し
ていた問題も、図表や教科書に戻っ
て知識の確認をし直していました。こ
の時期になってようやく、世界史の全
体像が頭に入った実感を得ることがで
きました。

過去問の第1問を本格的に解き始め
ました。（11月あたりから進め始めて
いました。）春頃に読んでいた『荒巻の
新世界史の見取り図』（東進ブックス）
を読み直し、流れを再確認していまし
た。
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二次

科目

英語
（91）

30% 20% 20% 20% 5% 20% 20%

国語
（74）

20% 15% 15% 15% 35% 15% 15%

数学
（70）

20% 15% 15% 15% 20% 20% 20%

世界
史

(42)

15% 25% 25% 25% 20% 20% 20%

日本
史

(45)

15% 25% 25% 25% 20% 25% 25%

センター 1 ： 9 1 ： 9 3 ： 7 5 ： 5 8 ： 2

11月

科　類

文科一類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

塾で東大型演習をこなしつづけまし
た。東大英語対策はやはり本番と同レ
ベルの模試等を用いた演習が有効で
す。量をこなす中で、解答作成能力や
スピードの向上が見込めるでしょう。

10月同様演習を積みましたが、この時
期から量を減らし地歴の演習に時間
を割きました。

11月同様演習を積みましたが、1日1
セット程度にとどめるようにしました。

センター試験ボケを予防するため、セ
ンター試験直前になっても1日1セット
は演習を積みました。

直前一週間は他教科のセンター試験
対策に重点を置き、英語は何もしませ
んでした。

東大型演習を再開すると共に、リスニ
ング力不足を実感したので1日1時間
半ほどリスニングを行いました。リスニ
ングは日々の積み重ねが大事だとい
うのが通説ですが、案外直前期の詰
め込みが有効な分野でもあると思い
ました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

ひたすら演習をしました。最後は演習
量勝負です。これまでに築き上げた方
向性を信じて演習し続けましょう。

現代文は東大特進の林修先生の授
業の復習を、古典はセンター試験で余
裕を持って満点を取れるよう基礎知識
の確認を行いました。

現代文は10月同様に学習を進め、古
典は東大の過去問の演習を開始しま
した。東大の古典ではセンター試験で
満点を取れるレベルの知識があれ
ば、知識面で不足することはないと思
います。

冬休み開始までは11月同様の学習を
行いました。

冬休みからセンター試験までの期間
はセンター試験の過去問演習に集中
しました。東大の国語とセンター試験
では基本的にコンセプトが共通してい
るので、二次試験前の基礎の最終確
認としても有効でした。

冬休みからセンター試験までの期間
はセンター試験の過去問演習に集中
しました。東大の国語とセンター試験
では基本的にコンセプトが共通してい
るので、二次試験前の基礎の最終確
認としても有効でした。

センター試験ボケを取り戻すため、東
大形式の演習を行いました。その際、
『漆原慎太郎の古文記述問題が面白
いほど解けるスペシャルレクチャー
（中経出版）』が古文の方法論確立に
大変役立ちました。

これまでに解いた二次試験の過去問
の復習を行いました。また、東大特進
の直前テストゼミも最終確認にとても
有効でした。

これまでの模試と過去問を総復習しま
した。本番では、これまでに出会った
問題と同じタイプの物だけでも解き切
ることが出来れば、確実に数学で差を
つけることが出来ます。

第1問対策は荒巻豊志先生の東大世
界史の授業に任せ、自習の際には第
2問・第3問対策に集中するという分け
方を行っていました。第2問・第3問対
策には『世界史B』(東京書籍)を用いて
いました。

10月同様の方針で、秋の東大実戦模
試・東大オープン模試に向けて知識確
認を続けました。

ひたすら教科書を読みました。東京書
籍、山川書店、帝国書院の計3冊の教
科書を読み比べるなどしていました。

知識確認を十分こなしていたこともあ
り、世界史は特別センター試験対策を
行う必要性がありませんでした。

文化史、現代史などの穴を重点的に
対策しました。

第1問の勘を取り戻すために荒巻豊志
先生の東大世界史の授業の復習を行
いました。

第1問の過去問をひたすら解き続け、
本番でも同じ思考プロセスでこなせる
ように対策しました。

『大学への数学』（東京出版）を購読し
て、東大の本番レベルの問題を多く解
き続けました。

10月と同様です。 このころから『東大数学で一点でも多く
取る方法』（東京出版）を用いて過去
問演習に励みました。

ひたすら東大の過去問を消化しまし
た。これまで溜めていたこともあって結
構苦しみました。数学に自信がある人
はもっと早く過去問演習を始めて良い
と思います。

センター試験形式の練習を3回ほどし
ました。数学に自信があったのであま
り時間をかけませんでした。

過去問を一通り消化し切り、解けな
かった問題のみに絞って2周目をしま
した。

これまでに解いた過去問の復習に努
めました。また、東進の東大本番レベ
ル模試の過去問も直前期の演習材料
として大変有用でした。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

日本史の参考書で知識を確認しつ
つ、過去問演習を重点的に行いまし
た。日本史は過去問の演習量がもっと
も本番での得点につながる科目だと
思います。

10月同様の方針で、秋の東大実戦模
試・東大オープン模試に向けて知識確
認を続けました。

成績の芳しくなかった秋の東大実戦
模試・東大オープン模試の反省を活
かしつつ、過去問演習を続けました。

東大日本史とセンター試験日本史Bは
あまりコンセプトが共通していないの
で、二次試験対策ばかりに腐心してい
た私はセンター試験対策に時間をとら
れてしまいました。近現代史や文化史
の知識をセンター試験対策専門の参
考書で詰め込みました。

12月同様知識の詰め込みに追われて
しまいました。センター試験対策の3分
の1ほどを日本史に割きました。

センター試験ボケ脱却のためにひた
すら残していた過去問を消化し続けま
した。合計35年分ほどやりました。
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二次

科目

英語(75）

25% 25% 20% 15% 20% 20% 25%

国語
（68）

5% 5% 10% 20% 20% 15% 15%

数学
（80）

20% 15% 10% 10% 5% 10% 20%

日本史
(42)

30% 30% 35% 30% 35% 30% 20%

地理
（39）

20% 25% 30% 25% 20% 25% 20%

センター 1 : 9 1 ： 9 3 ： 7 6 ： 4 8 ： 2

11月

科　類

文科一類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

『鉄緑会 東大英単語熟語 鉄壁』(鉄緑
会英語科)を、何周かしていましたが、
読み進めて単語の補強を行いました。
電車に乗っているときや暇なときに読
んだほか、長文で分からない単語が
あれば辞書より先にこちらで調べ単語
の復習を行いました。また、2000年以
前の古い過去問を『東大の英語25ヶ
年』(教学社)で大問ごとに解きました。
学校の授業で要約、長文、英作文が
扱われ、添削をしてもらえたので、そ
ちらも利用しました。

先月と基本的に同様の勉強を行って
いました。過去問については、2周目も
行っていました。2周目は、繰り返し解
く意味がありそうなものということで、
文や段落の整序、文法、長文問題に
比重を置きました。特に大問4の文法
問題については、繰り返し見て類型を
掴みました。

この時期には単語帳は流して見るだ
けになりました。先月までの演習に加
えて、宮崎尊先生の東大特進の授業
で使われたテキストの自習用部分を
読んだり解いたりということを始めまし
た。特に、学校の授業の演習の中で
力に不安を感じていた英作文の問題
は、宮崎尊先生のテキストで重点的に
学習・復習していました。

それまでと同様の演習等に加えて、二
次試験に向けたリスニングの対策も始
めました。ここでは、宮崎尊先生の『東
大前期試験 リスニング対策 実戦問題
集』(東進ハイスクール 東進衛星予備
校)を利用しました。また、新たな演習
の教材として『実戦模試演習 東京大
学への英語』 (全国入試模試センター)
で東大模試の過去問も解きました。一
方で、センター試験に向けたアクセン
トの勉強も徐々に手をつけ始めまし
た。

センター試験の前日には時間を図っ
て1年分センター試験の過去問を解き
ましたが、基本的な英語の力をつける
という意味で、それ以外は基本的に先
月同様二次試験に向けての演習を
行っていました。読解問題はそちらで
カバーしましたが、アクセントや発音は
特殊なものなので集中的にカバーしま
した。基本的には頻出単語や注意す
べき単語はピックアップしたもので全
ておさえ、それ以外にもアクセントの
ルールなどは調べて語呂合わせを
作って覚えました。また、聞かれやす
い熟語もひと通り目を通しました。

6,7年分、近年の東大の過去問を残し
ていたので、それらを時間を測って解
くのを始めました。また、東大模試の
過去問やリスニングの勉強も今まで同
様に進めました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

残していた過去問や東大模試の過去
問を解いていきました。この時期の問
題演習は比較的ハイペースだったよう
に思います。過去問は、最後に1年分
を残して受験前日に解きました。ま
た、単語帳はこの時期まで手元に置
いて必要なときは参照できるようにし
ておきました。

古文単語や漢文の句形をたまに確認
していた以外は、学校の授業と東大
特進の林修先生の授業及びその予
習・復習だけで国語の勉強は済ませ
ていました。ほとんど比重を置いてい
ません。

先月と同じです。比重も非常に軽いま
まです。

『鉄緑会 東大古典問題集』(角川学芸
出版)を用いて古典の過去問を解き始
めました。古文と漢文のうちどちらかを
1日1問で、時間がある日は両方１問
ずつを解きました。復習には、問題を
解くのと同じくらいの時間を費やし、解
答解説を読みました。この時期から国
語、特に古典の勉強の比率は上がっ
たように思います。

『センター試験 過去問研究 国語』(教
学社)を解き始めました。1日1年分を
目安に、2000年以降の分はセットで、
それ以前の分は古典だけで解き進め
ました。古文単語などの知識系統で分
からないものがあれば、随時答え合わ
せと同時に確認していきました。

先月と同じです。センター試験の前日
に全て解き終わるようなペースに設定
していました。直前には、今までの過
去問を解いた時に分からなかった知
識の確認も再度行いました。

12月の冬休み前と同様の勉強方法で
古典の問題を解き進めました。それが
終わると、東大模試の過去問を古典
の問題のみ解き進めました。

手元に残っていた古典の東大模試の
過去問を解きました。現代文は、今ま
での林修先生の授業のプリントを復習
することで、過去問を利用した学習を
行いました。

残していた近年の過去問や東大模試
の過去問を解きました。全て初見のも
のをセットで解き、１セットごとに採点・
見直しを行いました。これらは、2日に
１セットほどのペースで行いました。

東大の日本史の過去問を解き進める
とともに、参考書を使って通史の復習
を行いました。参考書は単独で読み進
めることに加え、過去問を解いていて
分からなかった箇所は参照しました。
また、参考書と同時並行で教科書の
確認も行いました。

先月と同様の方法で通史、東大の過
去問演習を行いました。通史だけでな
く、東大の過去問も何周かしました。こ
の時期に２周目に入りました。参考書
の方は、おおよそ自分で説明できる程
度にこの時期になりました。

センター試験の正誤問題の選択肢を
すべてバラバラの○×問題にした冊
子を入手していたので、これを使って
通史の確認を行いました。このような
解き方をすることで、消去法により解く
ということがなくなり力がつきます。 バ
ラバラでなく過去問のままの形で解く
ときも、消去法でなくそれぞれの選択
肢の正誤を考えることを意識すると良
いと感じました。一方、ペースは落ちま
したが二次試験対策の参考書の読み
進めと過去問演習も先月同様に行っ
ていました。

先月と同様の方法で通史を復習する
のと並行して、センター試験の通史の
２周目を解き始めました。２周目は、間
違えた問題のみ行いました。また、近
現代の文化史などは知識が不足して
いたので、この時期に教科書などを用
いて詰め込みを行いました。

センター試験の通史、及びその２周目
が終わったので、実際の過去問を解
きました。ここでは、本試験も追試験も
使いました。また、先月までのような教
科書の確認や間違えた問題の見直し
は、センター試験直前まで続けまし
た。

センター試験の勉強を始める前の
ペースに戻り、教科書・参考書と東大
の過去問を進めました。東大の過去
問は、苦手な時代のものや解きにくい
と感じた問題は３周目、４周目も行い
ました。ただ、３周目や４周目の問題
は、解答を書かずに頭で構成しただけ
のものもあります。また、東大模試の
過去問も地理とセットで行いました。こ
ちらは１回解き解説を読んだのみです
が、解説を読む際には参考書や教科
書も使い時間を費やしました。

東大模試の過去問を引き続き解くとと
もに、この一年間に受けた東大模試
の解き直しを行いました。また、これが
終わり直前期になると、参考書に重点
が移りました。受験直前には参考書だ
けを見返して復習していました。

『大学への数学　新数学演習』（東京
出版）のなかで難しい問題を解きまし
た。また、Twitterで数学の問題を集め
たアカウントをいくつか探し、その問題
を解いたりもしました。一方で、過去問
は近年のものを除き１周していたた
め、初めに解いたとき気になっていた
問題は再度解き直すようにしました。
これらは基本的に1日１問とし、1日に
解く問題の量より、問題に触れる頻度
を高めるよう心がけました。あまり時
間が取れない日は、電車の中で
Twitterで見つけた数学の問題を解い
ていました。

先月と同じです。『大学への数学　新
数学演習』（東京出版）については、解
く問題を難しいもののみに限っており
余裕がありそうだったため、１度解い
た問題の復習もしました。ただし、どの
ような問題についても、１度解いたら
次は間違えないということを心掛けて
いました。

基本的にそれまでと変わりません。セ
ンター試験が近づいてきたこともあり、
得意科目だった数学は勉強の中では
リフレッシュ的な役割を果たしていたよ
うに感じます。この時期には学校の予
習・復習がメインとなりました。

東大特進で扱われた問題の見直しや
学校で扱われた問題の見直しを含
め、少ないペースではありましたが、
問題演習を続けました。

センター試験は、過去問を1年分のみ
解きました。そこで満点をとれたので、
それ以外は二次試験に向けた勉強を
行っていました。内容は基本的に前の
月までと同じです。

『東大の文系数学 25ヶ年』(教学社)に
載っていない（つい最近、もしくはあま
りに古い）年の過去問をインターネット
で探し、時間を計って解きました。ま
た、『東大の文系数学 25ヶ年』(教学
社)に載っていて既に解いた問題も、
難しいものや詰まった記憶のあるもの
は再度解き直しました。加えて、１年
間に受けた東大模試の問題のうち、
気になったものを見直しました。

模試の過去問を2日に1年分ペースで
やり、それが終わると1年間に受けた
東大模試の解き直しを行いました。先
月までと同様の知識の補強もギリギリ
まで続けています。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

『村瀬の地理Bをはじめからていねい
に(系統地理編，地誌編)』(東進ブック
ス)を常に持ち歩いて基礎の復習をし
ていたほか、東大特進の授業の復習
は重点的に行っていました。一方、学
校の授業の内容も復習を欠かさない
ようにしていました。また、学校の授業
では他大の過去問やセンター試験の
地理Aの過去問が配布されたので、そ
れを用いた学習もしていました。

基本的な内容は先月までと同様の内
容でしたが、東大特進の授業の復習
の比重は上がりました。テキストの問
題の解き直しやノートの見直しを、
ゆっくりしたペースでしたがほぼ毎日
やっていました。

『東大の地理 25ヶ年』(教学社)を用い
て過去問を解き始めました。1日につ
き大問１つのペースで、2000年以降の
問題のみ利用しました。また、冬休み
が近づくとセンター試験の過去問も解
き始めました。こちらも2000年以降の
問題のみで、おおよそ3-4日に１年分
のペースで行いました。

センター試験の過去問の頻度を上
げ、おおよそ2日に１年分のペースで
問題を解きました。古い問題はデータ
が古く扱いにくいため、その代わりに
追試験も積極的に利用しました。ま
た、東大特進の授業の復習は比重を
あげ、全てのノートとテキストをいつで
も参照できる状態にしていました。前
述の『村瀬の地理Bをはじめからてい
ねいに』（東進ブックス）も毎日目を通
していました。二次試験の過去問はほ
とんどやらなくなりました。

センター試験の過去問はギリギリに終
わるように調節しました。また、東大特
進の授業の復習はこの時期に１周頭
に入れ終わりました。

一旦休んでいた二次試験の過去問の
勉強を再開しました。おおよそ1日1-3
問ペースで行ったのに加え、既に解い
た問題の復習も行いました。東大特進
の授業の復習や『村瀬の地理Bをはじ
めからていねいに』（東進ブックス）もこ
れまでと同様に続け、知識を補強しま
した。さらに直前期には、過去問が終
わると東大模試の過去問も行いまし
た。こちらは時間を計り、日本史との
セットで行いました。
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二次

科目

英語
（61）

15% 20% 10% 7% 8% 5% 25%

国語
（77）

25% 20% 25% 14% 20% 30% 20%

数学
（58）

40% 45% 30% 14% 10% 30% 20%

地理
（49）

10% 5% 10% 20% 25% 30% 30%

世界
史

（42）

10% 10% 25% 45% 37% 5% 5%

センター 0 ： 10 1 ： 9 1.5 ：8.5 5 ： 5 8 ： 2

11月

科　類

文科一類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

基本的に大問別で東大の過去問を解
いていました。

10月と同じです。 10月と同じです。 10月と同じです。 10月と同じです。 10月と同じです。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

予想以上に出来ない、と焦り、直前に
東大本番レベル模試の過去問を何個
か解き、本番の形式に慣れるよう努め
ました。

夏にある程度古典を集中的にやってい
て、この時期は定期的に東大の過去問
をじっくり解いていました。
古典文法も何回か時間があるときに整
理しました。

10月と同じです。 センター試験の現代文を、二次試験も
見据えてじっくりやっていました。
古典は点数をとりたかったので、古文
単語を気合を入れて受験直前までたく
さん覚えました。（600語くらいかと思い
ます）

センター試験の国語の対策をしまし
た。センター試験の古典は、二次試験
に向けて実力を落とさないためもあっ
て、かなり昔の年度まで解きました。

残しておいたセンター試験の国語を
セットで時間を計って解きました。

東大特進の林修先生の講座を受けな
がら、それまでの授業で扱った近年の
現代文の過去問を解き直しました。
古典は自分の解答作成プロセスを精
査しました。

現代文、古典の解答プロセスを、問題
を解きながら調整しました。

11月と同じく、『鉄緑会　東大数学問題
集』(角川学芸出版)を使用し、過去問
を時間を計って解いたあと、じっくり1
問1問取り組む、という勉強をしていま
した。

ほんの少し、東大の過去問を大問ごと
にやりました。
どんな感じで問題が出るのか及び自分
はどんな感じで問題を解いていくかを軽
く掴んだ程度でした。

学校の、センター試験の問題演習及
び解説授業を真面目に受けました。

11月と同じです。 かなりの時間を割いて、地歴ともに教
科書を徹底的に読みました。センター
試験があるから、というのもあったの
ですが、二次試験を見据えて、という
部分も大きかったです。（という意味で
の5：5）
地理の教科書はそれほど質が良くな
いと感じたので途中で読むのをやめま
した。

良問揃いのセンター試験の過去問
で、1問でも分からないものがあっては
いけないという思いをもって、かなり昔
の問題まで解きました。

どうやら地理が得意らしいと思い、追
い込みを図りました。東大特進の地理
のテキストを夏から全部購入し、授業
のノートも入手して、時間を計ってその
中の問題を解きながら、どうやって問
題とぶつかっていくか考えると同時
に、必要な知識を吸収しました。

1月と同じです。

秋以降は基本的に東大特進の志田晶
先生の講座や、東進衛星予備校でとっ
ていた長岡恭史先生の講座をじっくり復
習していました。
直前までに2回ほど、少し焦って、出来
るだけたくさんの問題にあたろうと勉強
していた時期がありましたが、実りは少
なかったと思います。

『鉄緑会　東大数学問題集』(角川学芸
出版)を購入し、過去問を時間を計っ
て解いたあと、じっくり1問1問取り組
む、という勉強をしていました。

11月と同じです。 11月と同じです。 数学はある程度得意だったので、セン
ター試験対策はほぼしませんでした。

11月と同じく、『鉄緑会　東大数学問題
集』(角川学芸出版)を使用し、過去問
を時間を計って解いたあと、じっくり1
問1問取り組む、という勉強をしていま
した。

基本的には1月と同じですが、少し比
重を増やして教科書を読み直しまし
た。入試本番は直前に読んだところが
出るという運に助けられた面が大き
かったです。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

私の学習の中心は教科書でした。
冬まで教科書を読みつつ流れを整理し
ていました。

10月と同じです。 10月と同じです。 かなりの時間を割いて、地歴ともに教
科書を徹底的に読みました。センター
試験があるから、というのもあったの
ですが、二次試験を見据えて、という
部分も大きかったです。（という意味で
の5：5）
世界史は『新世界史B』(山川出版社)
を、出てくる単語はもちろん、どういう
流れでどういうことが書いてあるか、
ざっくり覚えるくらいまで読み込みまし
た。

基本的には12月と同じです。
センター試験の演習も確認として
ちょっとやりました。

周りに添削してもらえる人がいなかっ
たのと、差がつきにくいところだろうと
も考え、第1問の演習は殆どやりませ
んでした。
世界史で点を取ることは考えていな
かったので、20点～25点くらいでも受
かるプランを立て、別の科目をやって
いました。
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二次

科目

英語
（103）

20% 20% 10% 10% 10% 20% 20%

国語
（75）

10% 10% 10% 30% 30% 20% 20%

数学
（64）

30% 30% 40% 30% 30% 20% 20%

日本
史(42)

20% 30% 20% 15% 15% 20% 20%

世界
史(41)

20% 20% 20% 15% 15% 20% 20%

センター 0 ：10 0 ：10 5 ： 5 7 ： 3 9 ： 1

11月

科　類

文科一類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

ほとんど学校の授業のみでした。それ
以外では東大の過去問を解いていま
した。

10月と同じく、ほとんど学校の授業の
みでした。それ以外では東大の過去
問を解いていました。

理科の勉強を始めたため、単語くらい
しかやっていませんでした。

ほとんど放置していました。単語は続
けていました。

12月と同じく、ほとんど放置していまし
た。単語は続けていました。

リスニングの学習を再開しました。単
語の総復習をしました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

過去の東進東大本番レベル模試の問
題を解いていました。

『古文上達』（Ｚ会出版）や『漢文道場』
（Ｚ会出版）を解いていました。現代文
は東大特進の林修先生の授業の予
習・復習のみを行っていました。

10月と同じく、『古文上達』（Ｚ会出版）
や『漢文道場』（Ｚ会出版）を解いてい
ました。現代文は東大特進の林修先
生の授業の予習・復習のみを行って
いました。

センター試験の過去問を始めました。 センター試験の過去問をひたすら解い
ていました。

12月と同じく、センター試験の過去問
をひたすら解いていました。

『東大古典問題集』（角川学芸出版）を
5年分くらいまとめて解きました。

過去問の復習のみ行っていました。

過去の東進東大本番レベル模試の問
題を解きつつ、過去に解いた問題の
復習も行いました。

学校の授業が中心で、教科書などを
読み込んでいました。

10月と同じく、学校の授業が中心で、
教科書などを読み込んでいました。東
大の過去問演習も進めていました。

一問一答を始めました。教科書も適宜
見て知識の蓄積に努めました。『よくで
る日本史B一問一答』(山川出版社)を
使っていました。

『よくでる日本史B一問一答』(山川出
版社)に加えて、センター試験の過去
問も始めました。

12月と同じく、『よくでる日本史B一問
一答』(山川出版社)に加えてセンター
試験の過去問も始めました。

40年分くらいの過去問をようやく解き
終わりました。

過去問の復習と並行して、過去の東
進東大本番レベル模試で演習を行っ
ていました。

『東大の文系数学25カ年』（教学社）を
解いていました。

10月と同じく、『東大の文系数学25カ
年』（教学社）を解いていました。

センター試験の問題で時間がなかな
か足りず、何度も演習をしていました。

センター試験の過去問演習を続け、少
しずつ時間が間に合うようになってい
きました。

12月と同じく、センター試験の過去問
演習を続け、少しずつ時間が間に合う
ようになっていきました。『東大の文系
数学25カ年』（教学社）の問題を1日2
題くらい解いて2次試験対策も少し続
けていました。

『東大の文系数学25カ年』（教学社）や
『新スタンダード演習』（東京出版）・過
去のテストゼミなどの復習を行ってい
ました。

最後の総仕上げとして『世界史B一問
一答』(東進ブックス)を行い、過去問も
復習していました。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

荒巻豊志先生の「東大世界史」の予
習・復習を中心に、教科書の読み比べ
をしていました。僕が使っていたのは
山川出版と東京書籍の二冊です。

10月と同じく、荒巻豊志先生の「東大
世界史」の予習・復習を中心に、教科
書の読み比べをしていました。

ひたすら『世界史B一問一答』(東進
ブックス)を進めていました。

日本史と同じく、『世界史B一問一答』
(東進ブックス)に加えてセンター試験
の過去問を始めました。

12月と同じく、『世界史B一問一答』(東
進ブックス)に加えて、センター試験の
過去問も始めました。

荒巻豊志先生の「東大世界史」の授
業を復習し、気になる問題を解き直し
ていました。
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二次

科目

英語
（61）

30% 30% 30% 15% 15% 20% 15%

国語
（67）

5% 5% 5% 15% 15% 10% 15%

数学
（41）

30% 30% 30% 15% 15% 20% 15%

日本
史(41)

30% 30% 30% 30% 30% 25% 30%

地理
（40）

5% 5% 5% 25% 25% 25% 25%

センター 0 ：10 0 ：10 3 ： 7 9 ： 1 10 ： 0

11月

科　類

文科一類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

主に要約とリスニングの対策をしてい
ました。要約は、東大模試の過去問を
教材に学校の先生に定期的に（3日に
1回）添削してもらっていました。リスニ
ングは『灘高キムタツの東大英語リス
ニング』（アルク）を使用して1日1題
ペースで進めていました。

要約が安定してきたため、英作文の
問題演習に移りました。学校の先生に
添削をお願いし、一週間に2問のペー
スで行っていました。リスニングは10
月の内容を継続していました。

要約、英作文、小説の分野を過去問
で演習しました。『東大の英語25ヶ年』
（教学社）を利用していました。

センター試験の過去問、センター試験
予想問題集を2日に1年分のペースで
演習しました。

センター試験の過去問、センター試験
予想問題集を2日に1年分のペースで
演習しました。

東大模試の過去問を3日に1年分の
ペースで演習しつつ、過去問の見直し
も行いました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

東大模試の過去問を3日に1年分の
ペースで演習しつつ、英単語の確認を
行いました。

あまり比重を置いていませんでした。1
週間に古文と漢文の東京大学の過去
問を1年分解いていました。使ってい
た参考書は、『鉄緑会東大古典問題
集』（角川学芸出版）です。

10月と同じように古文と漢文の過去問
演習を行っていました。

10月と同様に古文、漢文の問題演習
を行っていました。

センター試験の過去問、センター試験
予想問題集を2日に1年分のペースで
演習しました。

センター試験の過去問、センター試験
予想問題集を2日に1年分のペースで
演習しました。

古文、漢文の過去問の見直しと古文
単語、漢文句法の確認を行いました。

現代文の直近3年分の過去問の見直
しを行いました。

東大模試の過去問を3日に1年分の
ペースで演習しつつ、英単語の確認を
行いました。加えて、最近の東大の過
去問のうちあまり難しくない問題の解
き直しを行いました。

夏の遅れをとりもどすために、近現代
の通史の知識を教科書の読み込みと
一問一答を通じて定着させました。
使っていた参考書は『詳説日本史』
（山川出版）『よく出る日本史　一問一
答』（山川出版）です。

10月に引き続き、近現代史の知識を
増やしつつ、一方で古代、中世を復習
してその分野の東京大学の過去問を
解きました。

近現代史の勉強を続けながら、論述
対策として、東京大学の過去問を1題
ずつ解いた後に論点をノートにまとめ
ていました。

センター試験の過去問、センター試験
予想問題集を2日に1年分のペースで
演習しました。加えて、苦手分野だっ
た近現代の文化史の知識を『よく出る
日本史　一問一答』（山川出版）を利
用して定着させました。

センター試験の過去問、センター試験
予想問題集を2日に1年分のペースで
演習しました。加えて苦手分野の近現
代史の文化史の問題を演習しました。

過去問演習の遅れを取り戻すために1
日1年分のペースで過去問演習をしま
した。加えて、教科書の読み直しを行
いました。

過去問演習の遅れを取り戻すために1
日1年分のペースで過去問演習をしま
した。加えて、教科書の読み直しを行
いました。

毎日3問ペースで問題演習をしていま
した。使っていた問題集は『文系数学
のプラチカ』（河合出版）と『東大数学
で1点でも多くとる方法　文系編』（東
京出版）です。

『文系数学のプラチカ』(河合出版)を利
用して、東大頻出の分野を集中的に
演習しました。それに加えて、過去問
を1日1問解き、思考力を鍛えました。

少し比重を減らし、過去問の新規問題
の演習を毎日1問ペースで解きつつ、
『文系数学のプラチカ』(河合出版)の
復習を進めていきました。

センター試験の過去問、センター試験
予想問題集を2日に1年分のペースで
演習しました。

センター試験の過去問、センター試験
予想問題集を2日に1年分のペースで
演習しました。

東大模試の過去問を3日に1年分の
ペースで演習しつつ、過去問の見直し
も行いました。

学校の授業に合わせて、東京大学と
京都大学の過去問で論述練習をしま
した。加えて、自分でも東京大学の過
去問を使って過去問演習をしました。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

学校の授業で知識の確認を行ってい
ました。他には特にやっていません。

10月と同様に自分ではあまり勉強して
いませんでした。

自分ではほとんど勉強していません。 センター試験の過去問、センター試験
予想問題集を2日に1年分のペースで
演習しました。

センター試験の過去問、センター試験
予想問題集を2日に1年分のペースで
演習しました。

学校の授業に合わせて、東京大学と
京都大学の過去問で論述練習をしま
した。
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二次

科目

英語
（64）

30% 20% 20% 10% 10% 25% 20%

国語
（83）

5% 5% 10% 5% 10% 5% 5%

数学
（45）

30% 25% 20% 10% 15% 15% 15%

日本
史

（42）

15% 10% 25% 50% 35% 25% 20%

世界
史

（36）

20% 40% 25% 25% 30% 30% 40%

センター 0 ：10 1 ： 9 2 ： 8 4 ： 6 8 ： 2

11月

科　類

文科二類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

二次試験の過去問を、大問ごとに1日
1題ずつ解いていました。単語がまだ
定着していなかったので、『鉄緑会東
大英単語熟語　鉄壁』（角川学芸出
版）を辞書代わりに使用し、分からな
い単語が出てきたらその都度確認し
ました。

10月と同じです。 10月とほとんど同じです。2週間に1度
のペースで東大の過去問を年度ごと
に解き、『キムタツの東大英語リスニン
グ』（アルク）を始めました。

冬休み前と同じです。 センター試験の過去問を3年分ほどと
センター試験型の問題集を解きまし
た。

1週間に1年分のペースで過去問を解
き、リスニングは毎日継続しました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

1月と同じです。

東大特進の講座以外ほとんど対策し
ませんでした。学校の授業で扱う古文
や漢文で古文単語・漢文の句法の確
認をしていました。

10月と同じです。『鉄緑会　東大古典
問題集』（角川学芸出版）を2週間～3
週間に1年分のペースで解き始めまし
た。

11月と同じです。 11月と同じです。 センター試験の過去問を本試・追試と
もに6年分解きました。

学校の特講で2000年以降の過去問を
解くのと並行して、東大特進の授業の
復習をしました。

1月と同じです。

1月と同じです。

通史がまだ終わっていなかったため、
授業の復習がほとんどでした。

通史が終わり、教科書を再度読み直
しました。知識の抜けが多々あったの
で、一問一答で補充しました。

11月と同じです。 苦手だった近代を中心に教科書を熟
読しました。

センター試験の過去問を10年分ほど
解き、二次試験も見据えて知識の抜
けがないかを確認しました。

過去問をようやく解き始めましたが全
く歯が立たなかったので、解説を読ん
で解答を作成していました。

2月とほとんど同じです。1度自分で解
答を作成して、解説を読んだ後に清書
をしました。

過去問を週に1題ほど解き、その他は
学校の授業の予習課題（基本問題・
国公立大の過去問）を解いていまし
た。

10月と同じです。 10月と同じです。 10月と同じです。 センター試験の演習を過去問や問題
集で行い、解く時間を確認しました。

過去問を2日～3日に1年分のペース
で解きました。

1月と同じです。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

通史がまだ終わっていなかったです
が、一問一答で既習分野の復習をし
ていました。また、論述問題の添削を
学校の先生にお願いしていました。

ひたすら教科書熟読と一問一答を継
続しました。

11月と同じです。 11月と同じです。 センター試験の過去問を10年分ほど
解きました。

学校の特講で過去問を解きました。受
験当日までに20年分ほどは解いたと
思います。
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二次

科目

英語
（61）

40% 40% 40% 5% 5% 35% 35%

国語
（74）

5% 5% 5% 5% 5% 0% 5%

数学
（52）

35% 40% 40% 50% 50% 30% 25%

世界
史

(40)

10% 10% 10% 25% 25% 35% 30%

日本
史

(52)

10% 5% 5% 15% 15% 0% 5%

センター 0 ：10 0 ：10 0 ：10 10 ： 0 10 ： 0

11月

科　類

文科二類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

週に1回東大の過去問を使って演習し
ていました。単語帳や熟語帳を用いて
語彙力の増強に努めたり、演習の復
習をしていました。夏の東大実戦模
試・東大オープン模試の時点で英語
の成績が安定していなかったため、冬
に入る前にある程度固めることを目標
にやっていました（結局本番も安定し
ませんでしたが）。

10月と基本的に同じです。秋の東大
実戦模試・東大オープン模試の感触
が悪く、英語に2学期一杯時間を割くこ
とにしました。

11月と基本的に同じです。 12月の期末試験頃に受けたセンター
試験模試の総合得点が悲惨だったた
め、センター試験の勉強に比重を大き
く傾けました。二次試験の英語に割く
時間がなくなったため、英語は文法と
アクセントのみやっていました。

12月と基本的に同じです。センター試
験の過去問を数年分解きました。文法
問題は25年分解きました。

朝起きたら単語帳を1周する習慣をつ
け、それを受験まで続けました。１日1
つ英作文を書いて添削してもらい、要
約、長文など単元別に演習を行い対
策をたてました。リスニング教材を使っ
て１日大問1つ分をこなしていました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

１月と基本的に同じです。英作文と単
語帳は二次試験の当日まで続けまし
た。解く順番は出題パターンに合わせ
て数種類用意しました。最後の方は教
材が尽きたので、東進の東大本番レ
ベル模試の過去問を使っていました。

古文の単語帳を眺めていました。学校
の定期試験の勉強を通じて古文に触
れることは触れていたと思いますが、
英数中心だったので机に向かってしっ
かり取り組む事はありませんでした。
現代文は、東大特進の林修先生の授
業があるときは、受講していました。

英数が酷かったので、やる余裕はあり
ませんでした。10月と基本的に同じで
す。

11月と基本的に同じです。 古文の単語帳を眺めていました。時折
センター試験の古文の物語系の問題
を解いていました。センター試験の古
文は年によっては難しいので、対策は
しておいた方が良いと思います。

12月と基本的には同じです。2014年
のセンター試験の国語を解き、自分の
国語の底点と知り、時間配分を決めま
した。

英数世界史に追われたためやってい
ません。センター試験後に高熱を出し
て東進の東大本番レベル模試を受け
られなかったので、体調管理にも気を
付けて下さい。

古文の過去問を前日に一気に解きま
した。慣用句を中心に単語帳を眺めて
いました。現代文は過去問を何問か
残しておいたので、二次試験の数日
前に解いて問題慣れしておきました。

1月と基本的に同じです。計算ミスを無
くすには2回同じ問題を解けばよいと
いう結論に至りました。

英数に時間を割くことを優先しました。
世界史は秋の東大実戦模試・東大
オープン模試で点を取る予定ではな
かったので、論述対策は放置し単語
帳を眺めていました。通学時間や学校
でのすき間時間に勉強をしていまし
た。東大の過去問は、東大特進の授
業に合わせて取り組んでいましたが、
復習はあまりできていませんでした。

秋の東大実戦模試・東大オープン模
試は壊滅しましたが、英数中心の学
習は変えず、10月と同じ勉強をしてい
ました。

11月と基本的に同じです。 センター試験模試で悲惨な点数を取っ
てしまい、単語帳の詰め直しを行いま
した。センター試験の過去問を1日1年
分解き、間違えた箇所の教科書の周
辺部分を熟読していました。

12月の学習に加えて、単語→短文記
述の暗記カード作成をはじめました。
中世までセンター試験前にやっておい
たことで、センター試験明けの負担が
減りました。短文は参考書、教科書か
らそのまま引用していました。

暗記カード作成を続け、それを1日1周
していました。作成が終わったら過去
問演習を本格的にはじめ、第2問と第3
問は1日数年分解いて解けなかったも
のは暗記カードに書いて覚えていまし
た。第１問は文章を書くこと自体は問
題がなさそうだったので、特別対策を
立てたりはしませんでした。

１月と同じです。ひたすら自作の暗記
カードを覚えていました。

週に１回東大の過去問を使って演習し
ていました。演習の復習を学習の中心
に据え、解けない問題は繰り返し解き
ました。時折東大模試の過去問を解
いていました。数学は高3になるまで
疎かにしていたので時間を割きまし
た。

10月と基本的に同じです。 11月と基本的に同じです。 センター試験の数学ⅡBを解けないこ
とに気が付いたため、各社のセンター
模試、センターの過去問を片っ端から
解いていました。

12月と基本的に同じです。 過去問の復習を続け、時折東大模試
の過去問も解いていました。計算ミス
を無くすにはどうすればいいか考えな
がら解いていました。

日を決めて1日だけ丸ごと日本史に充
てました。過去問100題ほど問題を見
る→解答プロットを脳内で作成、わか
らなかったら解説をみて参考書に書き
こむという学習をしました。日本史に
割く時間は無かったので、あとは時折
論述の基本を眺めていました。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

授業を受け参考書に知らなかったこと
を書きこむ勉強をしていました。単語
帳を気分転換に眺めていました。

10月と基本的に同じです。 11月と基本的に同じです。 センター試験模試で悲惨な点数を取っ
てしまい、単語帳の詰め直しを行いま
した。センター試験の過去問を1日1年
分解き、間違えた箇所の教科書の周
辺部分を熟読していました。

点数が上がらなかったため、センター
試験向けの参考書を購入し1日1周し
ていました。センター試験の過去問は
並行して進めました。

英数世界史に追われたためやってい
ません。
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二次

科目

英語
（62）

40% 50% 50% 30% 30% 40% 30%

国語
（58）

5% 5% 5% 20% 20% 20% 20%

数学
（51）

15% 10% 10% 30% 30% 20% 30%

世界
史

(35)

20% 15% 15% 10% 10% 10% 10%

日本
史

(50)

20% 20% 20% 10% 10% 10% 10%

センター 0 ：10 0 ：10 0 ：10 8 ： 2 10 ： 0

11月

科　類

文科二類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

東大の長文問題を素早く処理するた
めに、伊藤和夫さんの『ビジュアル英
文解釈Ⅰ・Ⅱ』(駿台文庫)を活用して
速読力を高めました。また、リスニング
対策として、『キムタツの英語リスニン
グ』（アルク）を利用し、耳を英語に慣
らすことを意識しました。

10月と同様です。 10月と同様です。 この時期はセンター試験対策に特化
した勉強をしようと思い、センター試験
の過去問を利用して実戦的な演習を
行いました。特に文法問題や発音問
題は念入りに解きました。

冬休みと同様です。 東大模試の過去問を大量に集め、そ
れを利用して実戦的な演習や多読を
行いました。この時期の勉強用教材と
して、模試の過去問は非常に役立ち
ました。東大の過去問を1日1年分解く
こともしました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

引き続き、東大模試の過去問や東大
の過去問を利用した演習を行いまし
た。また、リスニング対策に割く時間を
少し増やしました。

現代文は林修先生の授業の予習復
習以外は特に何もしませんでした。古
典は学校の授業を利用して実戦的な
演習を行いました。他の科目に時間を
取られたので、国語の学習はそれほ
ど深くできませんでした。

10月と同様です。 10月と同様です。 この時期はセンター試験対策に特化
した勉強をしようと思い、センター試験
の過去問を利用して実戦的な演習を
行いました。現代文は林修先生がお
すすめした過去問を、古典は『東大の
古典25カ年』（教学社）を利用しまし
た。

冬休みと同様です。 現代文は林修先生の授業を受講して
いました。古典は『鉄緑会東大古典問
題集』（角川学芸出版）を利用し、点の
取れる答案の書き方を学びました。東
大模試の過去問を利用することはあり
ませんでした。

1月（センター試験後）と同様です。

1月（センター試験後）と同様です。

夏までに通史を一通り終わらせ、また
東大の過去問の第2問・第3問を25年
分解いたため、秋からは通史の2周目
に入りました。その際、東京書籍の教
科書、山川出版社の教科書、『荒巻の
新世界史の見取り図』(東進ブックス）
の3冊を利用しました。

10月と同様です。 10月と同様です。 この時期はセンター試験対策に特化
した勉強をしようと思い、センター試験
の過去問を利用して実戦的な演習を
行いました。センター試験の世界史は
過去問を焼き直した問題が出題され
ることが多いため、過去問演習は極め
て重要だと思います。

冬休みと同様です。 『世界史論述練習帳new』(パレード)を
利用しながら、第1問対策に全力を注
ぎ始めました。この本は非常に役立っ
たので、もっと早くから利用しておけば
よかったなと思います。

1月（センター試験後）と同様です。

学校の数学の授業のレベルが高かっ
たため、数学の学習は学校の授業を
中心として行っていました。

10月と同様です。 この時期から『東大数学で1点でも多く
取る方法　文系編』(東京出版)を利用
した過去問演習を行うようになりまし
た。

この時期はセンター試験対策に特化
した勉強をしようと思い、センター試験
の過去問を利用して実戦的な演習を
行いました。ただ、センター試験の数
学は近年難化傾向にあるため、10年
以上前のものはあまりやらなくても良
いと思います。

冬休みと同様です。 東大模試の過去問を大量に集め、そ
れを利用して実戦的な演習や多読を
行いました。この時期の勉強用教材と
して、模試の過去問は非常に役立ち
ました。特に解説をしっかりと読み、東
大頻出の解法パターンを頭に馴染ま
せることが大事だと思います。また、
『東大の文系数学25カ年』（教学社）な
どを利用した過去問演習も行いまし
た。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

夏までに通史を一通り終わらせたた
め、『日本史講義２　時代の特徴と展
開』(駿台文庫)を利用して、東大で頻
出の分野に対する理解を深めました。
これは本当に良い本なので、早期に
触れておくことをお勧めします。また、
この時期から過去問演習に取り組み
始めました。

10月と同様です。 10月と同様です。 この時期はセンター試験対策に特化
した勉強をしようと思い、センター試験
の過去問を利用して実戦的な演習を
行いました。センター試験の日本史は
過去問を焼き直した問題が出題され
ることが多いため、過去問演習は極め
て重要だと思います。

冬休みと同様です。 過去問の復習に専念しました。東大日
本史に立ち向かううえで最良の素材
はやはり過去問です。「どのような書き
方をすれば採点者に伝わりやすい
か？」ということを常に意識しながら過
去問を利用すると良いと思います。
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二次

科目

英語
（55）

35% 37% 33% 10% 25% 30% 27%

国語
（73）

20% 20% 17% 30% 20% 20% 23%

数学
（65）

20% 16% 20% 20% 15% 10% 14%

日本
史

（45）

20% 20% 25% 20% 20% 20% 22%

地理
（33）

5% 7% 5% 20% 20% 20% 14%

センター 1 ： 9 1 ： 9 2 ： 8 7 ： 3 9 ： 1

11月

科　類

文科二類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

東進ﾊｲｽｸｰﾙで取っていた、答案練習
講座で英作文・要約をひたすら練習
し、この予習・受講・復習に終始してい
ました。リスニングは『灘高キムタツの
東大英語リスニング (英語の超人にな
る!アルク学参シリーズ)』（アルク）で、
単語には『鉄緑会東大英単語熟語 鉄
壁』（角川学芸出版）で毎日欠かさず
手をつけていました。
かなり英語が苦手だったのですが、東
大実戦模試・東大オープン模試前に
過去問を2年分は解きました。

基本的に10月と変わりません。
過去問に少しずつ手をつけ出していた
と思います。

二次試験の過去問を進めつつ、答案
練習講座の再提出をしていました。リ
スニング・単語は10月から変わらず毎
日やっていました。

夏の間にセンター試験の過去問を15
年分進めていたのですが、『パックＶ』
（駿台文庫）を解いてやはりセンター試
験の英語に不安を感じたので、二次
試験の過去問を進めつつ、センター試
験の追試を5年分解きました。
リスニング・単語は10月から変わらず
毎日やっていました。

『2015　東進センター試験本番レベル
模試　【筆記】』『2014　東進センター試
験本番レベル模試　【筆記】』（ともに
東進ブックス）を解いていました。リス
ニング・単語は10月から変わらず毎日
やっていました。

今まで嫌がって避けてきた英語の二
次試験の過去問を本格的に解き始め
ました。
リスニング・単語は10月から変わらず
毎日やっていました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

二次試験の過去問を10年分解き終
わったので、毎日『東大の英語25カ年
[第7版]』（教学社）を使い1985年の問
題から遡って要約・英作文・和訳を解
いていました。
リスニング・単語は10月から変わらず
毎日やっていました。

東進ﾊｲｽｸｰﾙで取っていた答案練習
講座で古文・漢文の対策をしていまし
た。この予習・受講・復習に終始してい
ました。二次試験の国語の過去問を
試しに3年分ほど解きました。

答案練習講座で古文・漢文の対策を
していました。添削が返ってくるように
なってからは、復習をしっかりやりまし
た。ただ、この時点で自分の古文の語
彙と漢文の文法（句法）がめちゃくちゃ
なことに気付いたので、古文の単語は
学校で購入した『実戦トレーニング古
文単語600』（中央図書新書）や自分で
購入した『二刀流古文単語634』（旺文
社）を少しずつ確認し、漢文は『必携新
明説漢文―句法と語彙を一緒に学
ぶ』（尚文出版）の句法と重要漢字を
毎日見ることにしていました。古典の
改善に終始していたので、過去問や
現代文にはほとんど手をつけられま
せんでした。

特に11月と変わりありません。 塾の講習を受講して、現代文の対策
を少しだけしました。二次試験の過去
問を進めつつ、センター試験の過去問
を10年分解いていました。

センター試験の追試問題を解いてい
ました。また二次試験の過去問も息抜
きで解いていました。

残った二次試験の過去問を解きまし
た。また、センター試験前までに解い
ていた二次試験の過去問への添削を
確認し、間違った事項は紙にまとめて
おくようにしながら古典を重点的に復
習しました。

答案練習講座の解き直しや二次試験
の過去問の解き直し、解説授業の受
講をしていました。間違った事項は紙
にまとめておき、自宅と東進ﾊｲｽｸｰﾙ
との行き帰りの間に眺めていました。

過去問で解けなかった問題の解き直
しと、『東大の文系数学25カ年[第７
版]』（教学社）の苦手分野を解いてま
した。また、東進の東大本番レベル模
試のバックナンバーを解いていまし
た。

学校の通史が10月には終わると聞い
ていたのに全く終わる気配がなく、慌
てて近現代史の通史を『図説　日本史
通覧』（帝国書院）や『諸説日本史』
（山川出版)を使って自分でやっていま
した。東大向けの日本史の参考書を
使い、二次試験向けの論述を意識し
た復習を始めました。

引き続き近現代史の通史を『図説　日
本史通覧』（帝国書院）や『諸説日本
史』（山川出版)を使って自分でやって
いました。参考書を使い、二次試験向
けの論述を意識した復習をしていまし
た。
東進ﾊｲｽｸｰﾙの過去問演習講座を利
用して過去問を1，2年分進め、解説授
業はちゃんと聞いてノートにまとめて
いました。

学校で通史も終わって、自分でも何度
か通史を終えていたので過去問を精
力的に進めました。過去問演習講座
を利用していたので、先にも述べまし
たが、解説授業はちゃんと聞いてノー
トにまとめていました。

センター試験の過去問をひたすら解
き、間違っている所はノートに書き出し
『図説日本史通覧』（帝国書院）や『諸
説日本史』（山川出版)で確認しまし
た。二次試験の問題も1、2年分は進
めました。

冬休みと大して変わりないです。セン
ター試験10年分を解き終わったのち
は、『パックＶ』『2016・駿台 大学入試
センター試験 実戦問題集 日本史B』
（ともに駿台文庫）を解いていました。

二次試験の過去問を地理と併せてほ
ぼ毎日解きました。添削が返ってくる
と復習にとにかく時間を費やしました。
近代が特に苦手だったので、近代の
問題の解説は声を出して読みながら
ノートに書き写していました。
ご飯のときに参考書を読むようにして
いました。

1月のセンター試験後とあまり変わりま
せん。

東進ﾊｲｽｸｰﾙで取っていた過去問演
習講座を利用して、東大実戦模試前
に過去問を4年分解きました。添削さ
れた過去問は丁寧に解き直しました。
東大実戦の直前からスランプにはまっ
てしまったので、高校数学を始めた頃
に使っていた『理解しやすい数学ⅠA』
『理解しやすい数学ⅡB』（共にシグマ
ベスト）や、高２の頃に学校で使ってい
た『フレキシブルⅠ・A・Ⅱ・Ｂ』（旺文
社）を解き直すところから始めました。

引き続きスランプにはまっていました。
『フレキシブルⅠ・Ａ・Ⅱ・Ｂ』（旺文社）
は楽に解けていたので、もう少し難易
度の高い問題を解こうと『1対1対応の
演習/数学Ⅰ―大学への数学』『1対1
対応の演習/数学Ａ―大学への数学』
『1対1対応の演習/数学Ⅱ―大学へ
の数学』『1対1対応の演習/数学Ｂ―
大学への数学』（全て東京出版）や『ス
タンダード数学演習1・2・A・B受験編
2015』（数研出版）を解いていました。
過去問はほとんど進めることが出来ま
せんでした。

塾で授業を受けている際にスランプを
脱した確信が持てたので、再び過去
問演習に戻りました。過去問演習講座
で5年分進め、分からない問題は学校
の先生に質問しに行っていました。

センター試験の過去問をひたすら解い
ていました。時々苦手分野について
『東大の文系数学25カ年［第7版］』（教
学社）を解いて息抜きをしていました。

冬休みと同様です。 もう一度、二次試験の過去問10年分
で解けなかった問題を解き直していま
した。

1月のセンター試験後とあまり変わりま
せん。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

学校の勉強に終始していました。あま
り時間が割けないのは分かっていた
ので、食事休憩のときに『新編地理資
料集』（とうほう）や『データブック オブ・
ザ・ワ－ルド』（二宮書店）を読んだり、
東進ﾊｲｽｸｰﾙのセンター試験の過去
問演習講座の大問別演習で自分が不
安に思う分野の問題を解いて『新地理
要点ノート』（啓隆社）を見返したりして
知識の抜けが無いようこまめに確認し
ていました。
過去問は日本史と一緒に解くことも考
えて、2、3年分程解きました。

基本的には10月と変わりません。二次
試験の問題を日本史と一緒に1、2年
分進めたり、『パックＶ』（駿台文庫）を
解いたりして、間違えた問題は『新地
理要点ノート』（啓隆社）や『新編地理
資料集』（とうほう）を使って確認してい
ました。

日本史・英語・数学の二次試験の過
去問をやるので手一杯だったので、知
識の確認は怠りがちでした。二次試験
の過去問も1，2年分進めた程度でし
た。

センター試験の過去問をひたすら解
き、間違っている所はノートに書き出
し、『新地理要点ノート』（啓隆社）や
『新編地理資料集』（とうほう）を使って
確認していました。

冬休みと大して変わりないです。セン
ター試験10年分を解き終わったのち
は、『2016・駿台 大学入試センター試
験 実戦問題集 地理B』（駿台文庫）を
解いていました。

二次試験の過去問を地理と併せてほ
ぼ毎日解きました。添削が返ってくる
と復習にとにかく時間を費やしました。
『新地理要点ノート』（啓隆社）や『新編
地理資料集』（とうほう）を使って確認
していました。
ご飯のときに参考書を見るようにして
いました。
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二次

科目

英語
（86）

10% 10% 5% 5% 5% 10% 10%

国語
（71）

25% 25% 25% 10% 10% 25% 25%

数学
（46）

10% 10% 15% 25% 25% 10% 10%

世界
史

（47）

30% 30% 30% 40% 40% 30% 30%

地理
（38）

25% 25% 25% 20% 20% 25% 25%

センター 0 ：10 1 ： 9 2 ： 8 9 ： 1 10 ： 0

11月

科　類

文科三類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

毎日ＴＥＤというアプリを使って、生の
英語に触れるようにしていました。長
文、英作文は塾（週１回）の教材の予
習を演習として利用していました。

同じペースで続けました。 同じペースで続けました。 同じペースで続けました。 リスニング以外の二次試験の対策を
一旦やめ、文法の確認をしました。セ
ンター試験の前日に、1年前のセン
ター試験の追試を解きました。

週1で過去問を1年分時間を意識して
解きました。リスニング対策は続けま
した。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

同じペースで続けました。

現代文は東大特進の林修先生の授
業とその復習しかしませんでした。古
典は『鉄緑会東大古典問題集』（角川
学芸出版）で過去問演習を1年分週1
で進めました。

同じペースで続けました。 同じペースで続けました。 一旦二次試験の過去問演習をやめ、
センター試験の過去問を週1くらいで
演習しました。

同じペースで過去問を解いていまし
た。

現代文は学校の先生に添削してもら
いました。古典は1回解いた過去問
を、知識や解答の作り方を確認するた
めに解き直し、要点を自分なりにまと
めました。

1月と同じです。直前には作ったノート
を見直しました。

1月と同じです。また、とっておいた1年
前の過去問を前日に解いてみました。

東大特進の世界史のテキストを復習
し、論述の基本的な書き方を確立しま
した。同時進行で、『書き込み教科書
詳説世界史Ｂ』（山川出版社）、『世界
史B一問一答』(東進ブックス)で知識を
確認をしました。

10月にプラスして、東大特進の東大世
界史の授業を取り、頻出テーマに沿っ
た学習、実際に論述を書く練習を始め
ました。

同じペースで続けました。 完全にセンター試験対策に切り替え、
毎日、傾向が変わらない分の過去問
を解き、解説もしっかり読んで、知識
の穴がないようにしました。

同じペースで過去問を解いていまし
た。

過去問演習に本格的に取り組み始
め、第1問は学校の先生に添削しても
らいました。また、『書き込み教科書詳
説世界史Ｂ』（山川出版社）での知識
の確認も同時進行して続けました。

同じペースで続けました。

『東大の文系数学25か年』（教学社）で
頻出分野のレベルＡ，Ｂの過去問を解
いて、パターンを掴むことに徹しまし
た。

同じペースで続けました。 11月にプラスして週1くらいでセンター
試験の過去問を時間を意識して解き
始めました。

完全にセンター試験対策に切り替え、
ⅠAⅡBの過去問を交代で毎日解いて
いました。

同じペースで過去問を解いていまし
た。

一回解いた『東大の文系数学25カ年』
（教学社）のＡ，Ｂ問題を解き直し、解
答パターン、解答の書き方の再確認を
しました。

1月と同じです。直前には作ったノート
を見直しました。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

東進の東大地理対策のテキストの復
習を中心にしていました。また模試の
解説を読んだり、抜けていた知識を資
料集で確認しました。

10月にプラスして、東大特進の東大地
理の授業を取り、実際に論述を書く練
習を始めました。

同じペースで続けました。 完全にセンター試験対策に切り替え、
10年分くらい過去問を解きました。

一回解いた過去問の復習をしました。 本格的に過去問演習に取り組み始
め、学校の先生に添削してもらいまし
た。要点を自分なりにノートにまとめま
した。
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二次

科目

英語
(79)

20% 20% 20% 15% 10% 20% 15%

国語
(51)

10% 10% 10% 20% 20% 10% 10%

数学
(82)

30% 20% 20% 5% 10% 30% 25%

物理
(47)

20% 25% 30% 30% 30% 20% 25%

化学
(39)

20% 25% 20% 30% 30% 20% 25%

センター 1 ：9 1 ：9 2 ：8 9 ：1 9 ：1

11月

科　類

理科一類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

東大形式の問題にこだわらず、問題
集を使った演習をしていました。単語
については『鉄緑会東大英単語熟語
鉄壁』(角川学芸出版)に毎日目を通す
ようにしていました。和文英訳の問題
を解いていたのですが、これが自分
の知らなかった英語表現を獲得する
のに役に立ったと思います。また、英
作文の模範解答を覚えるということも
していました。

ほぼ10月と同じですが、『鉄緑会東大
英単語熟語　鉄壁』(角川学芸出版)に
飽きてきたので、『DUO3.0』(アイシー
ピー)を購入して進めていきました。

ほぼ11月と同じ勉強をしていました。 長文は引き続き問題演習をしていまし
たが、英作文に触れることが減り、代
わりに文法問題の確認をしていまし
た。単語については毎日『鉄緑会東大
英単語熟語　鉄壁』(角川学芸出版)と
『DUO3.0』(アイシーピー)の少なくとも
どちらかを読むようにしていました。

単語の確認とリスニングの練習程度
でしか英語には触れていませんでし
た。センター試験を意識しての勉強と
いうよりは二次試験に向けての勉強
をしていました。

センター試験前にほとんどしていな
かった英作文の勉強を主にしていまし
た。長文読解やリスニング等も相変わ
らず対策していましたが、リスニング
に関しては問題を解くのではなく英語
のラジオを聞いていました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

時間を測って過去問を解いていまし
た。英作文については、和文英訳の
問題も含めて学校の先生に添削して
もらっていました。

現代文については、東大特進の林修
先生の授業の予習復習しかしていま
せんでした。古文漢文については、毎
日単語帳を読むようにしつつ、週一回
程度過去問を解いていました。

ほぼ10月と同じ勉強をしていました。 10月の勉強に加えて、時々センター試
験の過去問を解いていました。

この時期からセンター試験前は、セン
ター試験の過去問ばかり解いていま
した。大体１日に１回分のペースで進
めていきました。制限時間を10分短く
して、速く解けるようになることを意識
していました。

左のとおりです。 現代文については2000年以降の過去
問を解き直し、林修先生の授業で配ら
れた解答プリントとの比較をして考え
方の確認をしていました。古文漢文に
ついても、解いたことがある問題も含
めて30分でセットで解くようにしていま
した。

センター試験後と同じ勉強を引き続き
していました。

センター試験後の勉強に加え、『東大
数学で1点でも多く取る方法 理系編』
(東京出版)を購入し、模範解答を写す
という作業をしながら『東大の理系数
学２５カ年』(教学社)の解答と比べてい
ました。同じ問題に対し異なるアプ
ローチをしているケースも多く、また難
易度の評価も異なっていたりして興味
深かったです。

夏休みに『名問の森物理』(河合出版)
と『物理重要問題集-物理基礎・物理』
(数研出版)を一通り解いていました
が、苦手だと感じた分野について何度
か解き直しをしていました。これに加
えて、東大特進の苑田尚之先生の授
業を利用していました。

模試で交流の問題がほとんど解け
ず、慌てて復習をしました。重大な苦
手分野があって模試で失敗すると、模
試の後暗い気分になってしまうので苦
手分野は模試の前に潰しておいたほ
うが良いと思います。また、こうしてお
くと模試の後新たな苦手に気づけま
す。

物理に対して少し苦手意識があった
ため、問題集を使って演習していまし
た。東大型の問題が解けない、あるい
は時間が足りなくなる、というよりは物
理的な考え方の定着が不完全だった
ので、『体系物理』(教学社)を解いたり
教科書を読み込みなおしたりしていま
した。

この時期からセンター試験前は、セン
ター試験の過去問ばかり解いていま
した。物理についてはセンター試験の
過去問をたくさん解いてもあまり効果
がなかったように思います。

左のとおりです。 古めの過去問を解きつつ、『名問の森
物理』(河合出版)や『物理重要問題集
-物理基礎・物理』(数研出版)などの問
題で過去につまづいた部分があった
問題の確認をしていました。

時間を測って化学とセットで過去問を
解くということを繰り返していました。
できるだけ速く解き、化学に時間を割
けるようになることを目指していまし
た。ただ、本番では物理に時間を取ら
れて化学を満足に解くことができな
かったため、もう少し臨機応変に対応
できるようになっていればよかったと
思います。

学校で扱う問題の予習復習をしてい
ました。数学ⅠAⅡBと数学Ⅲでそれ
ぞれ週に20問ぐらいのペースで問題
を解いていました。

10月とほぼ同じです。秋の模試の出
来が夏と比べて余り満足の行くもので
はなかったので、復習には時間をか
けました。

高3になってから使った問題集の問題
と解答に一通り目を通していました。
それに加えてセンター試験型の問題
を数回解きました。

一年の中で最も数学に触れていな
かった時期だと思います。他の教科の
勉強に飽きたときに少し過去問を解く
程度の事しかしていませんでした。こ
の時期にも二次試験の演習を疎かに
せずに進めておくべきでした。

センター試験の過去問を数回解きまし
た。本番を想定するという意味でマー
クシートと鉛筆を使っての練習をしま
した。二次試験の勉強はしていません
でした。

久しぶりに東大の過去問を解いてみ
るとあまり手が進まず、結構焦りまし
た。この時期から二次試験直前までで
25ヵ年の過去問を一通り解きました。
『東大の理系数学２５カ年』(教学社)の
D問題のように、本番では飛ばしても
良いような問題についてはあまり深入
りせず、解ける問題を確実に解くこと
を意識して勉強していました。

時間を測って物理とセットで過去問を
解くということを繰り返していました。こ
の練習の中で計算ミスをすることが多
かったので、本番に向けてミスを減ら
すことへの意識を高めることができま
した。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

学校で配布された問題を中心に演習
しました。これに加えて、やや苦手に
感じていた有機化学の分野について
は、解くスピードを上げることを目標に
構造決定の問題を中心に解いていま
した。

ほぼ10月と同じ勉強をしていました。 東大特進の化学のテキストを一通り
確認していました。このぐらいの時期
にはある程度二次試験の化学で点を
取る自信があったので（本番ではあま
り点を取れませんでしたが）、比較的
余裕を持って勉強していました。

この時期からセンター試験にかけて
は、二次試験の形式の問題を時々解
くようにしながらも、主にセンター試験
の過去問を解いていました。合計で30
回分ほど解きました。振り返ると少々
やり過ぎだったと思いますが、化学に
ついては細かい知識の確認にもなり
多少は意味があったと思います。知識
的な部分で不足していたことがあった
時には、書き出してまとめるようにして
いました。

左のとおりです。センターの数日前に
不安になって教科書に一通り目を通し
ました。

学校で問題を配られたのでその問題
を解いていました。東大以外の問題
がほとんどでしたが、東大で出題され
たことがないテーマの問題にも触れる
ことができたため、有意義だったと思
います。
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二次

科目

英語
（83）

15% 15% 10% 10% 15% 5% 10%

国語
(58）

5% 5% 5% 5% 10% 0% 5%

数学
(79)

30% 25% 25% 20% 25% 30% 25%

物理
（44）

25% 25% 25% 25% 25% 25% 25%

化学
（31）

25% 30% 35% 40% 25% 40% 35%

さ

センター 0 ：10 0 ：10 0.5 ：9.5 1 ： 9 6 ： 4

11月

科　類

理科一類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

東進の過去問演習講座を進めまし
た。宮崎尊先生の東大特進英語も受
けていました。
『システム英単語』(駿台文庫)を電車
内で学習していました。

10月と同じです。 東大特進の授業を受けるだけでした。 冬休み前と同じです。 初めの1週間は引き続き二次試験対
策をしました。
その後センター試験の過去問を7年分
解きました。
宮崎尊先生のセンター試験の発音ア
クセント対策教材をやりました。

軽く単語に触れる程度でした。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

東大本番レベル模試の過去問を１年
分解きました。
今までの東大特進の教材やノート、解
いた過去問などを見返し、問題を解く
コツや使える表現・単語などを拾いま
した。

林修先生の東大現代文を受講しまし
た。
東進の過去問演習講座で古文・漢文
も解きました。

10月と同じです。 11月と同じです。 センター試験の古文・漢文対策として
『センター漢文解法マニュアル』（ブック
マン社）、『古文単語ＦＯＲＭＵＬＡ600』
（東進ブックス）をやりました。

ひきつづき『センター漢文解法マニュ
アル』（ブックマン社）、『古文単語ＦＯＲ
ＭＵＬＡ600』（東進ブックス）を解きまし
た。
センター試験の過去問10年分を解き
ました。

ほとんど何もしませんでした。 東大本番レベル模試の過去問を1年
分解きました。
今までの東大特進の教材、解いた過
去問などを見返し、解答作成の流れ
やコツなどを再確認しました。

東大本番レベル模試の過去問を3年
分解きました。
今までの東大特進数学の問題をもう
一度解きました。
今までに間違えた問題の解説を見返
し、自分の間違えやすい点や問題を
解く流れを再確認しました。

東進の過去問演習講座の1周目を終
え2周目をすすめました。1周目ででき
なかった、正答すべき問題を落とさな
いよう気をつけました。
苑田尚之先生の東大物理も受講して
いました。
問題演習として『新物理入門問題演
習』(駿台文庫)も使いました。

10月と同じです。 11月と同じです。 冬休み前と同じです。 始めの1週間は引き続き二次試験対
策をしました。
その後センター試験の過去問3年分
と、『大学入試センター試験実戦問題
集』（駿台文庫）を1周解きました。セン
ター試験の基礎的暗記事項を確認し
ました。

過去問演習講座の2周目が終わり、今
までに間違えた過去問をもう一度解き
ました。

東大本番レベル模試の過去問3年分
と東大実戦模試の過去問2年分を解き
ました。化学と合わせて解いて時間配
分の練習をしました。
今までの東大特進テキストの問題を
全て解きました。解いた過去問や授業
ノートも見返し、穴のある分野がない
か確認しました。

東進の過去問演習講座で既に10年分
を1周していたので2周目を進めまし
た。1周目でできなかった、正答すべき
問題を落とさないよう気をつけました。

長岡恭史先生の東大特進数学も受講
していました。

10月と同じです。 11月と同じです。 冬休み前と同じです。遅れている理科
を優先し数学は少し量を減らしまし
た。

始めの1週間は引き続き二次試験対
策をしました。
その後センター試験の過去問を5年分
と、『大学入試センター試験実戦問題
集』（駿台文庫）を一周解きました。時
間を計り、本番より5-10分短い時間で
解き切れるよう練習しました。

過去問演習講座の2周目が終わりまし
たが、初見の問題が解けるか不安に
なったので、『東大の理系数学　25カ
年』（教学社）で10年以上前の過去問
を5年分解きました。

東大本番レベル模試の過去問3年分
と東大実戦模試の過去問2年分を解き
ました。物理と合わせて解いて時間配
分の練習をしました。
今までの東大特進のテキストの問題
を全て解きました。解いた過去問や授
業ノートを見返し穴埋めを行いまし
た。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

東進の「ハイレベル化学」を受講して
いました。
『福間の無機化学の講義』『鎌田の有
機化学の講義』（旺文社）を持ち歩い
て読みました。

10月の内容に加え東進の過去問演習
講座を始めました。

「ハイレベル化学」の受講を終え、「東
大化学」を受講し始めました。
引き続き『福間の無機化学の講義』
『鎌田の有機化学の講義』（旺文社）、
過去問演習講座も進めました。

冬休み前と同じです。 始めの一週間は引き続き二次試験対
策をしました。
その後センター試験の過去問3年分
と、『大学入試センター試験実戦問題
集』（駿台文庫）を一周解きました。セ
ンター試験の基礎的暗記事項を確認
しました。

「東大化学」の受講と過去問演習講座
を終えました。
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二次

科目

英語
（65）

15% 15% 15% 15% 15% 15% 15%

国語
（40）

10% 10% 15% 20% 35% 15% 15%

数学
（58）

30% 30% 30% 25% 15% 20% 20%

物理
（36）

20% 20% 20% 25% 20% 25% 25%

化学
（38）

25% 25% 20% 15% 15% 25% 25%

センター 1 ： 9 2 ： 8 2 ： 8 4 ： 6 8 ： 2

11月

科　類

理科一類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

通学時間などに、過去に解いた教材
をつかってリスニングの練習をほぼ毎
日していたのと、単語帳での単語の確
認が主でした。東大特進の授業も受
講していましたが、問題演習をもっと
増やしてもよかったと思います。

10月と変わりません。 10月・11月とほぼ変わりません。 秋の学習に加え、夏に使っていた参
考書『東大英語の総合的研究』（旺文
社）でまだ手を付けていなかった部分
に取り組んでいました。

二次試験対策が中心だったとは思い
ますが、センター試験の過去問も数年
分解きました。

二次試験対策に戻って、ようやく二次
試験の過去問を解き始めました。採
点・添削には東進の過去問演習講座
を活用し、7，8年前のものから順にほ
ぼ毎日ひたすら解いていきました（ほ
かの科目も同様です）。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

引き続き二次試験の過去問演習とそ
の復習を行っていました。過去問演習
が終わった後は、以前の東大特進の
教材や『東大英語の総合的研究』（旺
文社）で各大問の解法や重要な単語・
文法の再確認をしました。

現代文は東大特進の林修先生の授
業のみ、古文・漢文は通学途中などに
単語帳で単語を覚える程度のことしか
していませんでした。

10月とほぼ同じですが、この時期から
センター試験の対策を意識し始めまし
た。

10月・11月とほぼ変わりません。 他の科目に先立ってセンター試験の
過去問を数年分解き始めました。

時間内にすべて解き切ることを目標
に、センター試験の過去問を4，5年分
解いていました。

二次試験の過去問演習を始めまし
た。この時まであまり力を入れていな
かった古文・漢文の問題演習とその復
習が主でした。

引き続き二次試験の過去問演習とそ
の復習を繰り返していました。現代文
についても過去の東大特進の教材を
使いながら答案の構成の仕方を確認
していました。

1月末から引き続き二次試験の過去問
演習とその復習の繰り返しでした。

基本的には、夏まで使っていた『難問
題の系統とその解き方』（ニュートンプ
レス）の未着手の演習問題を継続して
解いていました（最後までは終わらな
かったのですが…）。それに加えて、
東大特進の苑田尚之先生の授業で対
策を始めました。

10月とほぼ同じです。 10月とほぼ同じです。 秋までとほぼ変わりませんが、この時
期は特に、東大特進の授業を活用し
て電磁気分野の不十分な点を再確認
しました。

数学と同様、二次試験対策を主にしな
がら、センター試験の過去問数年分の
演習を行いました。ただ、若干苦手意
識があったので少し多めに解くように
しました。

他の科目と同様に、二次試験の過去
問を解き始めました。化学と合わせて
セットで時間配分も意識しながら演習
をしていました。

左とほぼ同じですが、解けなかった問
題は問題集や東大特進のノートで解
法や要点を確認してもう一度解くなど
して復習・フォローをしっかりと行いま
した。

学校の授業が二次試験対策を兼ねた
演習形式だったので、その予復習を
主にしていました。その他、時間のあ
る時などは『新数学演習』（東京出版）
を使って問題演習をしていました。

左に同じです。 秋とほぼ同じでしたが、加えて二次試
験の過去問1～2年分を6問1セットで
時間を計りながら解いてみました。

秋にしていたこととほぼ同じです。 基本は秋からの二次試験対策の勉強
が中心でしたが、センター試験の数日
前からはセンター試験の過去問2,3年
分を演習し、時間内に確実に解き切
れるようにしました。

二次試験の過去問の演習を再開しま
した。すでに秋ごろに解いたことのあ
る問題もあったのですが、本番と同様
に限られた時間内に正確に解くことを
心がけていました。

物理とほぼ同じですが、化学では特に
計算でミスしないことと知識問題で確
実に正答することを特に意識して復習
を徹底しました。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

学校の授業が演習形式だったので、
その予習・復習を中心に行っていまし
た。それ以外のことに取り組んでいる
余裕はそれほどなかったと思います。

10月にしていたことに加え、夏ごろに
学校で配布された問題集での演習も
していました。

11月とほとんど同じです。 11月とほとんど同じです。 二次試験対策を続けるのと同時に、セ
ンター試験の過去問も2年分ほど解
き、特に、暗記事項は過去のノートな
どを見ながらその都度整理していまし
た。

物理と合わせてセットの状態で、二次
試験の過去問を解き始めました。
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二次

科目

英語
（77）

15% 15% 10% 10% 10% 15% 20%

国語
（43）

10% 10% 10% 25% 35% 10% 20%

数学
（72）

25% 25% 30% 10% 5% 25% 20%

物理
(32)

25% 25% 25% 10% 5% 25% 20%

化学
(49)

25% 25% 25% 10% 10% 25% 20%

センター 1 ： 9 1 ： 9 2 ： 8 6 ： 4 9 ： 1

11月

科　類

理科一類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

東進の過去問演習講座や学校で配ら
れた問題に取り組み、実践的な演習
に取り組んでいました。単語、熟語の
強化のために、東進衛星予備校の高
速基礎マスター講座や『データベース
5500　合格英単語熟語』（桐原書店）
に取り組んでいました。

概ね10月と一緒です。東進の過去問
演習講座に取り組みつつ、学校の授
業プリントに取り組み本番に近い形の
演習に入っていました。東進衛星予備
校の高速基礎マスター講座などで単
語や文法の強化に取り組んでいまし
た。

学校のテストがあったので、試験勉強
として単語を覚えてゆき、語彙力を
アップしていきました。『データベース
5500　合格英単語熟語』（桐原書店）
の単語帳を作り、基礎レベルの英単
語で不安がないようにしていきまし
た。

センター試験対策として、発音アクセ
ント対策（学校で配布されたプリントを
使って）を中心に行っていました。ま
た、長文を読むスピードを落とさない
ように定期的に英語の長文に触れる
ようにしていました。また、単語は東進
衛星予備校の高速基礎マスター講座
でセンター試験に出やすい単語や熟
語を勉強しました。二次試験対策とし
て、過去問演習講座も少し取り組みま
した。

センター試験対策として、発音アクセ
ント対策（学校で配布されたプリントを
使って）や単語や熟語の勉強（東進衛
星予備校の高速基礎マスター講座を
使って）をしました。センター試験の過
去問にも取り組み、実践練習も増やし
ていきました。

勉強の仕方を冬休み前のように戻し、
東進衛星予備校の高速基礎マスター
による単語力のアップや過去問演習
講座での実践的な演習を積みました。
学校の授業がなくなり、英語の授業が
なくなったので英語に長期のブランク
ができないようにしようと心掛けまし
た。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

※5科
目に対
する学
習割合

12月
（冬休み）

※5科
目に対
する学
習割合

1月
（センター試験前）

過去問演習講座の残りと東進の東大
本番レベル模試の過去問で最終調整
を行いました。東大特進で購入した、
宮崎尊先生の『東大前期試験リスニン
グ対策実戦問題集』をもう少し定期的
に取り組むべきだったと今となっては
思います。

東進の過去問演習講座に取り組んだ
り、学校で配られた問題に取り組んだ
りと実践的な演習をしていました。ま
た、その都度知らない単語や熟語を
強化していきました。使用した問題集
は『イメージで覚える　完成古文単語
321』（尚文出版）です。現代文は東大
特進の林修先生の授業で使った問題
の予習復習が主な勉強でした。もう少
し古文単語や熟語を集中して強化し
ても良かったかもしれないと思いま
す。

過去問演習講座、学校のプリントで演
習をしていました。10月と同様に『イ
メージで覚える　完成古文単語321』
（尚文出版）や東進衛星予備校の高
速基礎マスター講座を単語熟語強化
に用いました。現代文は東大特進の
林修先生の授業などで対策をしてい
ました。

学校のテスト勉強や過去問演習講座
で暗記事項を固めていきました。東進
衛星予備校の高速基礎マスター講座
を使って、古文単語の力もつけまし
た。

過去問演習講座に取り組みました。古
文では『イメージで覚える　完成古文
単語321』（尚文出版）や東進衛星予
備校の高速基礎マスター講座を単語
熟語強化に用いました。漢文に関して
は文章に出てきた知らなかった単語
や忘れていた句法を『漢文必携』（桐
原書店）を用いて復習しました。

センター試験の過去問に取り組みつ
つ、『イメージで覚える　完成古文単語
321』（尚文出版）や東進衛星予備校
の高速基礎マスター講座、『漢文必
携』（桐原書店）を中心に復習しまし
た。

過去問演習講座での実践的な演習を
行い、記述力の回復を図りました。

過去問演習講座の残りと東進の東大
本番レベル模試の過去問で最終調整
を行いました。

過去問演習講座や『東大の物理　25カ
年』（教学社）で演習形式の勉強をして
いました。センターボケを解消するた
めに『難問題の系統とその解き方　物
理Ⅰ・Ⅱ』（ニュートンプレス）の中から
何問かピックアップして解いていまし
た。

過去問演習講座の残りと東進の東大
本番レベル模試の過去問で最終調整
を行いました。

東進の過去問演習講座や学校の授
業で配られた問題（難関国公立や私
立の過去問が中心）に加え、友人と一
緒に『東大の理系数学　25カ年』（教学
社）に取り組みました。

過去問演習講座や学校で配られた問
題に加えて、友人と一緒に『東大の理
系数学　25カ年』（教学社）に取り組み
ました。

過去問演習講座や学校で配られた問
題に加えて、友人と一緒に『東大の理
系数学　25カ年』（教学社）を解いた
り、学校のテストなどで二次試験対策
の演習を積みました。

過去問演習講座に取り組んでいたの
みでした。センター試験対策は、デー
タの分析の暗記事項の確認以外特に
行っていませんでした。

国語や社会に時間を割いていたた
め、あまり勉強時間を割けませんでし
たが、数年分のセンター試験の過去
問は取り組みました。

過去問演習講座や『東大の理系数学
25カ年』（教学社）で演習形式の勉強
をしていました。

東進の過去問演習講座に取り組みつ
つ、友人と一緒に『東大の物理　25カ
年』（教学社）に取り組んでいました。
また時間がある時は『難問題の系統と
その解き方　物理Ⅰ・Ⅱ』（ニュートン
プレス）に取り組みました。分からない
ことがあれば、東進衛星予備校で以
前受講していた苑田尚之先生の「ハイ
レベル物理」のノートを復習しました。

概ね10月と同じです。東進の過去問
演習講座に取り組みつつ、友人と一
緒に『東大の物理　25カ年』（教学社）
に取り組み、演習を積んでいました。
時間があるときは『難問題の系統とそ
の解き方　物理Ⅰ・Ⅱ』（ニュートンプレ
ス）をやっていました。

東進の過去問演習講座や『東大の物
理　25カ年』（教学社）に取り組み、学
校の定期試験対策として『難問題の系
統とその解き方　物理Ⅰ・Ⅱ』（ニュー
トンプレス）の定期試験の範囲の箇所
を取り組んでいました。

過去問演習講座で二次試験対策をし
ていました。センター試験対策は特に
行いませんでした。

国語や社会に重点的に取り組んでい
たのであまり時間を割きませんでし
た。数年分のセンター試験の過去問
のみ取り組みました。

※12月（冬休み）と1月（センター試験前）は、残り35%をセンター試験の社会にあてました

過去問演習講座の残りと東進の東大
本番レベル模試の過去問で最終調整
を行いました。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

他の科目同様に、東進の過去問演習
講座を受講していました。また、学校
で配られた問題（難関国公立の過去
問がメインと思われます）に取り組ん
でいました。夏休みに『重要問題集』
（数研出版）を一周しかしておらず、や
や知識が曖昧な部分があったのでそ
の確認にもう少し時間を割いても良
かったかもしれないと今では思いま
す。

10月と同じように東進の過去問演習
講座や学校で配られたプリントで演習
を積んでいました。知識のことで不安
が出てくると学校の授業プリント（教科
書レベルと思われる）で復習をしてい
ました。

東進の過去問演習講座や学校の試
験対策（学校で配られたプリントの復
習）に取り組みました。

過去問演習講座で二次試験対策を行
いつつ、センター試験で狙われやすい
暗記事項（無機分野の物質の色や有
機分野の高分子の暗記事項）を『セン
サー総合化学』（啓林館）で確認して
いました。

数年分のセンター試験の過去問と『セ
ンサー総合化学』（啓林館）を使った暗
記事項の確認に取り組みました。

過去問演習講座や『東大の化学　25カ
年』（教学社）で演習形式の勉強をして
いました。

過去問演習講座の残りと東進の東大
本番レベル模試の過去問で最終調整
を行いました。
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二次

科目

英語
(76)

10% 10% 10% 10% 10% 15% 15%

国語
(34)

10% 10% 10% 10% 20% 10% 10%

数学
(60)

20% 20% 20% 20% 15% 20% 20%

物理
(45)

20% 20% 30% 30% 20% 25% 25%

化学
(43)

40% 40% 30% 30% 35% 30% 30%

センター 0 : 10 0 : 10 1 : 9 1 : 9 8 : 2

11月

科　類

理科二類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

『英語長文問題精講』（旺文社）と『トッ
プダウン式ニュース英語』（DHC）のリ
スニングを毎日やっていました。たま
に東大の過去問を使って英作文の訓
練をしました。基本的に英語には時間
を割きませんでした。

東大の過去問を使った演習を始めま
した。時間を短めに設定して時間短縮
を意識しました。大体110分に設定し
ました。

英作文に力を入れるようにしました。
学校の先生に添削を頼んでいました。
英作文は大体2題で15分を目標にして
いました。

センター試験が近づいてきたこともあ
り、『英熟語ターゲット1000』（旺文社）
を使って熟語の確認をしました。

毎日長文を読みながら、単語と熟語
の確認をしました。センター試験に向
けて勉強するというよりは、英語の力
を落とさないようにする感じでした。

基本的には過去問を使った演習です
が、『鉄緑会　東大英単語熟語　鉄
壁』（角川学芸出版）を使って単語と熟
語の補強もしました。リスニングに不
安があったので、宮崎尊先生の『東大
前期試験リスニング対策実戦問題集』
という東進のテキスト付属のCDを毎
日聴きました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

1月と同じです。

東大の過去問を使って演習していまし
た。国語で高得点を狙っていなかった
ので、時間はあまりかけませんでし
た。ただし、古典くらいはしっかりやっ
ておけば良かったと思います。

10月と同じです。 10月と同じです。 10月と同じです。 センター試験を意識して、古文単語と
句法の確認をしました。時間を短縮し
てセンター試験の過去問を解きまし
た。

林修先生の東大特進の授業のテキス
トの見直しと古典の復習をしました。
理科に時間をかけたかったので、国
語はあまり時間を使いませんでした。

1月と同じです。

過去問と『東大数学で一点でも多く取
る方法』（東京出版）で最終確認をしつ
つ、部分点の取り方を模索していまし
た。

『難問題の系統とその解き方』（ニュー
トンプレス）を中心に演習していまし
た。演習問題は難易度が高すぎると
判断したので例題だけやっていまし
た。分からなくなったらノートを振り返
るようにしていました。

『難問題の系統とその解き方』（ニュー
トンプレス）と東大の過去問を使って
演習していました。この頃から時間を
意識して演習しました。

引き続き東大の過去問を使って演習
しつつ、分からないところは原理に戻
るようにしました。原子分野に関して
理解が甘いところがあったので、その
復習もしました。

今まで解いた問題集を中心に時間を
計って演習しました。この時期からは
新しい問題を解くというよりも解いたこ
とのある問題の理解を深める方が良
いと思います。

基本的には東大の過去問を使った演
習ですが、センター試験では知識を問
われる問題もあるのでその確認もしま
した。

東大模試の過去問題集を使って演習
しました。時間を短めに設定して演習
することで取捨選択が出来るようにな
りました。

東大の過去問を中心に出来なかった
問題でセットを組んで演習しました。
過去問を使って演習することで基本事
項の最終確認にもなりました。

『新数学演習』（東京出版）を使って演
習していました。時間がなかったので
確率、微分積分、複素数に範囲を絞っ
てやっていました。

東大の過去問を使って演習しました。
行列など範囲外の分野を含む年度は
自分でセットを組んで演習していまし
た。年度にもよりますが、3完を目標に
していました。

11月同様に東大の過去問を使って演
習していました。『東大数学で一点で
も多く取る方法』（東京出版）も並行し
てやっていました。

『一対一対応数学』（東京出版）、『新
数学スタンダード演習』（東京出版）、
『やさしい理系数学』（河合出版）な
ど、一度解いたことがある問題集で出
来なかった分野の復習をしていまし
た。

12月に引き続き問題集の復習をして
いました。不安だったのでセンター試
験対策に計算の練習もしました。

東大模試の過去問題集を使って演習
し、時間配分の練習をしました。使用
済みの問題集の復習は12月に終わっ
ていたので、この時期から東大の過
去問の復習を始めました。

東大の過去問を使って苦手な分野の
見直しをしました。東大では何年か毎
に似た内容が問われることが多いの
で、過去問の見直しは効果的だと思
います。

【センター：二次】 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

有機分野の高分子が未習だったの
で、高分子を中心に学習していまし
た。理論、無機分野は『化学の新演
習』（三省堂）を使って学習していまし
た。

有機分野の演習量が不足していたの
で、『重要問題集』（数研出版）や『化
学の新演習』（三省堂）で演習してい
ました。この頃から東大の過去問に手
をつけ始めました。

東大の過去問を使ってひたすら演習
していました。時間を計りながら演習
を積むことで速く解けるようになったと
思います。

引き続き東大の過去問を使って演習
していましたが、センター試験対策も
兼ねてテキストの見直しをしました。

センター試験対策と二次試験の第2問
対策として無機、有機分野の知識の
確認をしました。

東大模試の過去問題集を使って演習
しました。物理とセットで130分を目安
に解きました。それと並行して、記述
対策に理論分野の見直しをしました。
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二次

科目

英語
（62）

30% 30% 20% 20% 20% 30% 25%

国語
（42）

5% 5% 5% 10% 15% 5% 5%

数学
（52）

35% 35% 30% 25% 25% 30% 25%

化学
（38）

20% 20% 30% 25% 20% 20% 25%

生物
（34）

10% 10% 15% 20% 20% 15% 20%

センター 0 : 10 1 ： 9 2 ： 8 6 ： 4 9 ： 1

11月

科　類

理科二類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

塾のテキストを利用してました。
また、毎日通学で利用する電車の中
では『鉄緑会英単語熟語　鉄壁』（角
川学芸出版）のCDをできるだけ聞くよ
うにしていました。
1日長文1題は読むように心がけてい
ました。

秋の東大実戦模試・東大オープン模
試を視野に入れて単語や熟語を再確
認していました。熟語に関しては学校
で配られた『スクランブル英文法・語法
第3版 (大学受験スクランブル英文法・
語法)』（旺文社）と『鉄緑会英単語熟
語　鉄壁』（角川学芸出版）を併用して
詰め込みました。

時間をしっかりと計って東大の過去問
を中心に演習を重ねていました。『東
大の英語25カ年[第7版]』（教学社）を
利用していました。英作文など自分で
は採点しづらい部分は先生に採点し
てもらい、毎回点数を確認していまし
た。

あまりセンター試験を意識せず、私立
大学の過去問を含めた二次試験形式
の問題を解いていました。

センター試験の過去問を解きつつ二
次試験形式の長文も読むようにしてい
ました。アクセントや文法などの基本
事項で誤った部分はノートにしてまと
めていました。またアクセントなどの基
本事項については『スクランブル英文
法・語法』(旺文社)を改めて見直してい
ました。

時間をしっかり計って『東大の英語25
カ年[第7版]』（教学社）を解いていまし
た。文章を丁寧に読むことを意識して
解いていました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

『東京大学への英語 2016―実戦模試
演習』（駿台文庫）を利用して演習を行
いつつ時間配分を調整していました。

学校で配られた古文の単語帳を学校
の定期テストのタイミングに合わせて
読んでいました。古文の単語帳は『読
んで見て覚える重要古文単語315』
（桐原書店）を用いていました。
この時期は基本的に国語には触れて
いませんでした。

10月と変わらず引き続き古文の単語
帳を眺めていました。秋の東大実戦模
試・東大オープン模試の直前であって
も、長文を久々に読み直すという意味
で東大の過去問の古典を1年分やる
程度でした。

センター試験へ意識が移り始める時
期ではありましたが、やはり古文の単
語帳を読む程度のことしか行っていま
せんでした。

センター試験を意識し始めて、改めて
古文漢文の文法の確認や古文単語
の確認を行っていました。この時期か
らセンター試験の過去問演習に取り組
み始めました。

毎日センター試験の過去問を解いて
いました。最新のものから順に追試を
含めて15年分近く解いていました。こ
の時期には二次試験の勉強を全く
やっていませんでした。

現代文は東大特進の林修先生の講
座を3回分一気に受講し、センター試
験で少し衰えてしまった記述力を取り
戻していました。
古典は『2016年度用　鉄緑会東大古
典問題集　資料・問題編/解答編
2006－2015』（角川学芸出版）を週1の
ペースで解いていました。

現代文は今までの林修先生の講座で
添削された答案を見直しつつ、今まで
の問題を解き直していました。
古典は1月と同様に『2016年度用　鉄
緑会東大古典問題集　資料・問題編/
解答編　2006－2015』（角川学芸出
版）を週1のペースで解いていました。
また古文の単語の最終確認をしてい
ました。

『2016年度用 鉄緑会東大数学問題集
資料・問題篇/解答篇 2006‐2015』(角
川学芸出版)を利用して直近の過去問
演習を行っていました。
新しい問題より、昔解けなかった問題
の解き直しを重視して行っていまし
た。

『新　理系の化学問題100選＜新装版
＞』（駿台文庫）の演習をひたすら行っ
ていました。
また、週に1度のペースで東京大学の
過去問を理科2科目150分という実践
形式で解いていました。出来るだけ新
しい問題を使わないように古書店で昔
の『東大の化学25ヵ年［第4版］』(教学
社)を購入して昔の問題から遡って解
いていました。

10月と変わらずひたすら演習をしてい
ました。秋の東大実戦模試・東大オー
プン模試の直前に東進ハイスクール
の「ハイレベル化学」の教材を解いて
無機や有機の知識の再確認をしてい
ました。

センター試験にも二次試験にもつなが
るということで暗記項目の再確認を
行っていました。また慣れていったの
もあって演習や過去問のペースをあ
げていました。
また『東京大学への理科 2016―実戦
模試演習』（駿台文庫）や『入試攻略
問題集東京大学理科 2016』（河合出
版）も利用して問題を解くスピードを上
げていきました。

暗記項目を東進ハイスクールの「ハイ
レベル化学」の教材で確認しつつ、
『新　理系の化学問題100選＜新装版
＞』（数台文庫）で間違えた問題の解
き直しを行っていました。

二次試験にもつながるということもあっ
て暗記項目をひたすら確認していまし
た。センター試験の過去問は新課程
用のものがあまりなかったので、あま
りやっていません。

最新の過去問を利用して演習を行っ
ていきました。演習を重ねるごとにベ
ストな時間配分をつかんでいったよう
に思えます。

『新　理系の化学問題100選＜新装版
＞』（駿台文庫）と過去問で間違えた
問題の解き直しをひたすら行っていま
した。

塾のテキストを利用してました。
夏の東大実戦模試・東大オープン模
試で気が付いた自分の弱点（計算ミス
と典型問題の知識不足）を補うように
意識しながら勉強していました。

間違った問題のみを集めたノートを作
成していました。新しい問題と一度解
いた問題の比率を1：1にして復習に力
をかけていました。

『東大の理系数学25カ年[第7版]』(教
学社)を使って単元ごとにできるだけ昔
の問題を利用していきました。
センター試験が近付くと、二次試験型
のものがあまりできなくなると分かって
いたので、この時期は特に数学の二
次試験形式の問題を重視してやって
いました。

センター試験を一応意識してはいまし
たが、私立大学の過去問を中心に二
次試験形式の問題を解いていました。

毎週「センター試験満点マラソン」とい
うものをやっていました。同じ年のⅠA
ⅡBで満点がとれるまで解き続けると
いうものです。
二次試験の問題も手が空けばやるよ
うにはしていました。

センター試験ボケしていたので過去、
間違えた二次試験形式の問題を中心
に解き直していきました。
私立大学の過去問を中心に時間を
計って演習を始めていきました。

センター試験であまり暗記していな
かった生物基礎の範囲を中心に暗記
項目の再確認を行っていました。
また今まで解いた過去問で間違えた
部分の解き直しも行っていました。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

生物の教科書の精読を、ひたすら理
解することを重点的に行い疑問点は
すぐにメモしていました。教科書は学
校で配られた東京書籍のものを利用
していました。
化学と同様に実践形式で東大の過去
問に週1のペースで触れていました。
利用していたのは『東大の生物25ヵ年
［第3版］』（教学社）です。

10月と変わらず教科書を読みつつ過
去問を解いていました。秋の東大実戦
模試・東大オープン模試の直前には
時間を150分から130分にするなどし
て、問題の取捨選択の徹底を図って
いました。

変わらず教科書を精読していました
が、化学と同じく暗記を意識し始めて
いました。また過去問のペースもあげ
ていました。
化学と同じく『東京大学への理科 2016
―実戦模試演習』（駿台文庫）や『入
試攻略問題集東京大学理科 2016』
（河合出版）を利用していました。

理解することに重点を置いていた精読
を、センター試験に向けて暗記中心に
変えました。今までの東大特進のテキ
ストも読み返し、必要事項は全て教科
書に書き込んでいました。

化学と同じく二次試験にもつながる暗
記項目をひたすら確認していました。
センター試験の過去問はあまり解いて
いません。

記述力を取り戻すために、最新の東
大の過去問を利用して演習を行って
いました。
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二次

科目

英語
（85）

5% 5% 5% 5% 5% 10% 5%

国語
（46）

5% 5% 5% 5% 5% 5% 5%

数学
（40）

20% 30% 30% 30% 30% 25% 30%

物理
(33)

35% 30% 30% 30% 30% 30% 30%

化学
(44)

35% 30% 30% 30% 30% 30% 30%

センター 1 ： 9 1 ： 9 1 ： 4 4 ： 6 9 ： 1

11月

科　類

理科二類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

東進の過去問演習講座を受講し過去
問を解き始めました。最新の2年分は直
前期に残しておいてその前にさかの
ぼって解きました。英語は好きだったの
で他の科目が嫌になった時に解いてい
ました。時間を取られると思ったので解
説授業はあまり見ませんでした。
『鉄緑会東大英単語熟語　鉄壁』(角川
学芸出版)をすきま時間に読んでいまし
た。
リスニングはたまにやる程度でした。ス
トーリーの面白いものを聴いていまし
た。

ほぼ10月と同じです。東大模試の後
は復習をしました。過去問や模試を通
して知らなかった単語やイディオムに
出会ったらメモしておきました。

ほぼ10月と同じです。 ほぼ10月と変わりませんでしたが、冬
休みに入って時間が出来たので過去
問を解くペースもあがった気がしま
す。

センター試験模試で間違えるのは大
体発音かアクセントだったのでそこに
不安を感じ、直前は発音とアクセント
のまとめのようなプリントをよく見てい
ました。単語帳は引き続き毎日読んで
いました。

過去問演習を再開しました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

過去問10年分は解き終わり、ある程
度のところまで行ったと思ったので他
の科目に時間を割きましたが、単語帳
は毎日取り組んで最低限の英語には
触れるようにしました。試験直前には、
リスニングをしながら単語・イディオム
のメモを見直していました。

現代文は基本東大特進の林修先生の
授業のみでした。
古文は古文単語帳を進めて週1回
チェックしてもらっていました。
漢文も漢文用語集を週20個くらい進め
てチェックしてもらっていました。句法集
は自分で進めていました。
最終的には何周もした気がします。

10月の内容に加えて、過去問演習を
始めました。現代文は授業で1度扱っ
たものがほとんどだったので古典を重
点的にやりました。過去問演習を通し
て、解答にどこまで書けばいいかの感
覚を身に付けました。

ほぼ11月と同じです。 ほぼ11月と同じです。冬期集中講座
の林修先生の現代文を受講した後
は、頭の使い方を理解しきるまで復習
しました。

センター試験に向けて、出題されそう
だけど自分がど忘れしそうな漢字を思
いつくだけメモしておきました。他は古
典の単語を確認するくらいでした。

過去問演習を再開しました。 前日には今までの現代文の授業ノー
トやプリントを見直し、頭の使い方を確
認しました。

10年分の過去問演習を終えたのでも
う一度間違えたところを解き直しまし
た。試験の直前は忘れがちな公式を
書いておいたメモを見ていました。

過去問演習講座の物理を解き始めまし
た。3年分くらいは時間を気にせず納得
いくまで解きました。苑田尚之先生の解
説授業はとてもためになると思ったので
ほぼ全て見ました。

過去問演習でも時間を気にするように
なり、化学とセットで解いていました。
過去問演習講座を通して自分なりの
解答の書き方(配置)を確立しました。
東大模試の後は復習をしました。

ほぼ11月と同じです。 ほぼ11月と同じです。冬期集中講座
の東大物理を受けた後は、本番で出
題されても解けるように復習をしっかり
しました。

二次試験では出題されないようなセン
ター試験特有の問題に対処できるよう
に、センター試験対応の問題集を解き
ました。

過去問演習を再開しました。スピード
をつけることを意識して出来るだけ速
く解いていました。過去問演習講座は
提出すると添削してもらえるのです
が、そのコメントを励みにしていまし
た。赤ペンで褒めてもらえるととても嬉
しかったです。物理化学の点数が相
当伸びてきました。

10年分過去問を解いたので間違えた
ところをもう一度見直しました。試験直
前は公式集のようなものを見ていまし
た。本番は焦ってしまって不本意な点
数になってしまったので、演習の段階
でもっと緊張感を持ってやれば良かっ
たと思いました。

過去問演習の数学を始めました。数学
が本当に苦手だったので復習メインで、
解説授業をフル活用しました。また、自
分には絶対解けないと思った問題は諦
めて他の科目に時間を割くようにしまし
た。
東大特進でとっていなかった東大特進
数学テストゼミをt-podでまとめてとり、
進めました。

ほぼ10月と同じです。模試の後はそ
の復習をしました。

ほぼ10月と同じです。 過去問演習のペースをあげました。引
き続き解説授業はしっかりと受けてい
ました。

今までのセンター試験模試で間違え
た部分を見直してどうして間違えたか
の分析をし、忘れがちな公式や考え方
をメモしておきました。

過去問演習を再開しました。あまり伸
びが見込めなかったので最低限とりた
いところを重点的にやり、本番で出て
も出来ないだろうと思ったところは軽く
解答解説を読む程度にしました。

10年分過去問を解いたので間違えた
ところをもう一度見直しました。試験直
前は東大特進のテキストを見直してい
ました。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

過去問演習講座の化学を始めました。
苦手だと判明した範囲はその都度基本
の問題集に戻ったり東大特進のテキス
トを見直したりしました。

物理と同じです。 ほぼ11月と同じです。 ほぼ11月と同じです。冬期集中講座
の東大化学はt-podで受講したので理
解しきるまで見直しました。

センター試験はセンター試験特有の
問題が出題され、そのような問題を間
違えやすかったので、今までのセン
ター試験模試で間違えたところ、難し
かったところを解き直しました。毎回の
センター試験模試でそのような問題に
マーカーを引いておいたのが役に立
ちました。

物理とほぼ同じです。
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二次

科目

英語
(90)

40% 45% 30% 25% 15% 40% 40%

国語
(31)

0% 0% 20% 50% 70% 10% 0%

数学
(90)

30% 30% 30% 15% 10% 40% 40%

物理
(50)

25% 20% 20% 10% 0% 10% 10%

化学
(45)

5% 5% 0% 0% 5% 0% 10%

センター 1 ： 9 1 ： 9 5 ： 5 8 ： 2 9 ： 1

11月

科　類

理科三類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

この時期はまだまだ読むことに重心を置
いた勉強をしていました。単語力が不足
していると感じたので『キクタン』(アルク)
をやって抜けがないようにしていました。

この時期は読むことに重点を置きなが
らも、リスニングとライティングも徐々に
対策するようにしました。具体的には学
校の例文集を覚えたり、ニュース英語
を聞いたりするようにしていました。

11月と基本的には同じです。ただこの
時期からは演習材料として過去問を使
うようにしていました。

センター試験にかける時間がかなり多
くなる中、苦手だった英語はこの時期
でもある程度の演習は積むよう心がけ
ていました。やっている内容は11月と
変わりません。

センター試験が若干怖かったので、失
点しやすい文法、発音、アクセントなど
を勉強していました。

読むことにはかなりの自信をつけたた
め、とにかくリスニング対策をしていま
した。1日に2時間ほど時間をかけてい
ました。また英作文はセンター試験前
に覚えた表現を用いて論理的な英文
が書けるよう、書く練習及び添削をし
てもらいました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

やはりリスニングに重点を置きながら
も、英作文にも表現の確認など多くの
時間をかけました。最後は時間配分
の確認も数回しました。

東大特進の林修先生の授業以外何も対
策していませんでした。

10月と同じです。 本格的にセンター試験の勉強を始めま
した。今までほとんど勉強したことがな
かったので、基本的な文法や単語、句
法から始めました。

とにかく知識を増やしながら過去問の
演習も始めました。1日で現代文・古典
の通しを1年分、古典だけを1年分やり
ました。

基本的には冬休み中とやっていたこと
は変わりません。復習にも重点を置くよ
うにしました。

古典の過去問を『鉄緑会東大古典問
題集』(角川学芸出版)を使って丁寧に
演習し、現代文は林修先生の授業の
復習をしました。

古典の知識の確認を直前期にした以
外は特に対策していません。

夏休みに残しておいた直近5年間分
の過去問を時間を計って解きました。
他には今までやってきた問題集の総
復習をしました。特に計算ミスに注意
しながら答えを合わせることを意識し
た演習をしていました。

物理は多少不安があったので、『新物理
入門問題演習』(駿台文庫)や特に苦手な
分野は『重要問題集』(数研出版)などを
解きました。時間の取れる週末には化学
とセットで150分の演習をしました。夏休
みに過去問は解き終わっていたので、
150分の演習には、東大模試の過去問を
用いました。

だいたい10月と同じですが、時間があ
るときは苦手な分野に取り組んだり、問
題数が少ない原子の範囲に関しては、
京都大学の過去問などを解いていまし
た。

11月と同じです。 解けなかった過去問の復習をしまし
た。解答をどのように書くかも意識しな
がら復習しました。

直前にセンター試験の過去問を数年分
演習しました。

過去問や東大模試の過去問を中心
に、今までやってきたことを復習しまし
た。新しいことに触れるというよりは、
自分がこれまでやってきたことの復習
をすることに重点をおきました。公式
の導出の仕方の確認もこの時期にも
う一度することで、かなりの自信を持
つことができました。

センター試験後と基本的には変わりま
せんが、化学とセットでとっておいた直
近5年分ほどの過去問を演習しまし
た。

夏に時間を計った過去問の演習を終わ
らせていました。さらに演習に時間をか
けたかったので、週末に東大模試の過
去問を解いていました。また、平日の時
間のあるときには『新数学スタンダード演
習』(東京出版)や『新数学演習』(東京出
版)を使って問題演習をしていました。

10月と同じです。 基本的には10,11月と変わりませんが、
徐々に過去問などの復習にかける時
間が全体として多くなっていき、数学に
かける時間が少なくなってしまいまし
た。

過去問で解けなかった問題の復習をし
ていました。やはり以前解けなかった
問題ということもあって、この時期でも
一問一問にはかなりの時間を使いまし
た。

センター試験対策はほとんどしません
でした。代わりに積分の問題などを解き
続け、計算力の維持を図りました。使用
した問題集は『数学Ⅲスタンダード演
習』(東京出版)などです。

残しておいた長岡先生のテストゼミを
受講して、センター試験期間中に時間
を割けなかった分の演習量を確保し
ました。他にもとにかく時間を計りなが
らの問題演習に一番時間を使いまし
た。具体的に使用した問題集は『月刊
大学への数学』(東京出版)の学力コン
テストや大数模試といった記事を時間
を計りながら演習しました。

細かい知識の確認に加え、大切に
使っていた『新理系の化学問題100
選』(駿台文庫)の復習をしました。また
物理とセットでとっておいた直近５年
分ほどの過去問を演習しました。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

物理とセットで時間を計った演習以外、
何も対策していませんでした。物理と同
様東大の過去問は解き終わっていたの
で、東大模試の過去問を用いました。

10月と同じですが、秋の東大実戦模
試・東大オープン模試の前に有機、無
機の範囲は知識の確認をしました。

あまり時間をかけられなかったです。 あまり時間をかけられなかったです。 細かい知識の確認と、正答率の低いセ
ンター試験の過去問を学校でもらった
のでそれだけやりました。

あまり時間がかけられませんでした。
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二次

科目

英語
(93)

25% 25% 25% 20% 15% 20% 25%

国語
(48)

5% 5% 10% 35% 55% 20% 25%

数学
(100)

25% 25% 25% 15% 10% 20% 20%

物理
(53)

25% 25% 25% 20% 10% 20% 15%

化学
(45)

20% 20% 15% 10% 10% 20% 15%

センター 1 : 9 1 : 9 2 : 8 3 : 7 8 : 2

11月

科　類

理科三類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

毎日CNNのニュースを集めた雑誌と
その付録のCDを使ってリスニングの
練習をしていました。英語は問題別で
の演習を積んでいました。過去問は
演習に時々使うだけでセットとしては
解いていませんでした。

10月とほぼ同じです。 10月とほぼ同じです。 演習・リスニングともに10月とほぼ変
わりません。

二次試験対策に関しては日頃の勉強
法は10月と変わりません。過去問は
週に１回か２回のペースで解いていま
した。センター試験対策はセンター試
験直前に発音・アクセントの確認をし
た程度です。

過去問は2日に１回のペースでやって
いました。友達と相互採点することを
強く勧めます。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

1月後半と同じです。

古文の問題を週に一度程度行い、あ
とは毎日古文単語や漢文の句型の暗
記、復習をするのみでした。現代文は
林修先生の講義だけでした。

10月とほぼ同じです。 10月とほぼ同じです。 センター試験対策をし始めました。
ペースで言えば1日に少なくとも１年分
は解いていました。(１年で本試・追試
の２つあり、20年前のものからやって
いきました。)

二次試験対策はほとんどしていませ
んが、センター試験の過去問を解け
ば二次試験対策にもなると思います。
センター試験の過去問は1日に３年分
か４年分解いていました。

過去問は2日に１回のペースでやって
いました。友達と相互採点することを
強く勧めます。

古文・漢文の過去問演習を集中的に
やりました。これも友達と一緒に相互
採点するのが良いでしょう。『鉄緑会
東大古典問題集』（角川学芸出版）が
解説が丁寧で非常に良いです。

1月後半と同じです。

『難問題の系統とその解き方物理』
（ニュートンプレス）の例題の演習、復
習を中心に勉強していました。過去問
は残しておくために10月終わりまでに
1年分くらいしか解きませんでした。

10月とほぼ同じです。11月にも過去問
は２,３年分解きました。

10月とほぼ同じです。冬休み前には
過去問は週に一度のペースで解きま
した。

11月とほぼ同じです。センター試験対
策は全くしていませんでした。

二次試験の過去問を週に２年分ぐら
い解いていた以外は11月とほぼ同じ
です。センター試験対策は全くしてい
ませんでした。

過去問を2日に１回〜1日に１回の
ペースでやっていました。常に時間配
分を気にしながら解くのが良いでしょ
う。

1月後半と同じです。

週に一度は6問150分の演習をしてい
ました。二次試験の過去問は30年分
はあったので、後に残しつつも10月終
わりまでに数年分こなしていたと思い
ます。行列範囲は飛ばしていました。

10月とほぼ同じです。11月にも二次試
験の過去問は２,３年分解きました。

10月とほぼ同じです。冬休み前には
二次試験の過去問は週に一度のペー
スで解きました。

11月とほぼ同じです。センター試験対
策は全くしていませんでした。

二次試験の過去問を週に２年分ぐら
い解いていた以外は11月とほぼ同じ
です。センター試験対策は全くしてい
ませんでした。

過去問を2日に１回〜1日に１回の
ペースでやっていました。150分という
時間をいかに使うかの感覚を養うの
が良いでしょう。

1月後半と同じです。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

『新理系の化学問題100選』（駿台文
庫）などを使って週に数回演習をして
いました。化学には自信があったので
演習量は少なめでした。過去問は10
月終わりまでに1年分解きました。

10月とほぼ同じです。11月にも過去問
は２,３年分解きました。

10月とほぼ同じです。冬休み前には
過去問は週に一度のペースで解きま
した。

11月とほぼ同じです。センター試験対
策は全くしていませんでした。

二次試験の過去問を週に２年分ぐら
い解いていた以外は11月とほぼ同じ
です。センター試験対策は全くしてい
ませんでした。

物理に同じです。
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二次

科目

英語
（72）

20% 20% 20% 15% 15% 15% 15%

国語
（50）

5% 5% 5% 10% 15% 10% 10%

数学
（98）

20% 20% 20% 25% 20% 25% 25%

物理
(49)

25% 25% 25% 25% 25% 25% 25%

化学
(42)

30% 30% 30% 25% 25% 25% 25%

センター 0.5 : 9.5 0.5 : 9.5 1 : 9 2 : 8 4 : 6

11月

科　類

理科三類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

東大の問題形式に慣れるべく9月頃から過
去問を分野ごとに解き進めており、それを
続けました。このとき、時間よりも正確さを
重視していました。
単語や文法にまだ抜けが多かったので、
それぞれ『鉄壁』（角川学芸出版）と
『Vintage』（いいずな書店）で勉強しました。

左と同じです。 左と同じです。
また、秋の東大模試の反省もふまえ
て英語の時間配分を確定させ、その
時間通りに解くようにしました。

左と同じです。 12月までにしていたことに加えて、リス
ニングと英作文の対策を始めました。
リスニングは『キムタツの東大英語リ
スニング』（アルク）を使い、英作文は
学校の先生に添削をお願いしました。
センター試験の勉強は特にしません
でした。

センター試験後のために直近の過去
問を6年分残しておいたので、それを
解きました。
リスニングと英作文の勉強も続けまし
た。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

左と同じです。

現代文は、東大特進の林修先生の授業を
受けました。
古文と漢文はほとんど勉強していないで
す。

左と同じです。 左と同じです。 センター試験の過去問を少しずつ解き
始めました。（結果的に、11年分解き
ました。）
また、古文単語と句法を詰め込みまし
た。

左と同じです。 現代文は東大特進の林修先生の授
業を受けました。また、林修先生の授
業の、2009年以降の過去問のプリント
を一通り見返しました。
古典は『鉄緑会東大古典問題集』（角
川学芸出版）を買いましたが、結局4,5
年分くらいしか解けませんでした。

左と同じです。

左と同じです。

電磁気や原子分野に未習部分があったの
で、教科書を読み進め、『セミナー物理』
（第一学習社）を解いて理解を深めました。
また、『重要問題集』（数研出版）や『名問
の森』（河合出版）を使って問題演習を積
みました。

10月と同じく、『重要問題集』（数研出版）
や『名問の森』（河合出版）を使って問題演
習を積みました。
また『東大の物理　25カ年』（教学社）を
使って過去問演習もしました。時間配分の
練習にもなるようにするため、過去問演習
の時は、化学と一緒に解くようにしていま
した。

左と同じです。
『鉄緑会東大物理問題集』（角川学芸
出版）を見つけたので、以後それを使
いました。

左と同じです。 左と同じです。
センター試験の対策は特にしません
でした。

センター試験後のために直近の過去
問を6年分残しておいたので、それを
解きました。

左と同じです。

『鉄緑会東大数学問題集』（角川学芸出
版）を使って、二週間に一回くらいのペース
で過去問演習をしました。

左と同じです。 左と同じです。 冬休みに入って自由に勉強できる時
間が増えたので、過去問演習のペー
スが週に一回くらいに伸びました。

左と同じです。
過去問を10年分くらい解いたところ
で、東大模試の過去問題集を買いま
した。ただ、東大の問題と違う問題も
多いと感じたので、あまり得意でな
かった積分の問題だけ解きました。
センター試験の対策は特にしません
でした。

センター試験後のために直近の過去
問を6年分残しておいたので、それを
解きました。

左と同じです。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

高分子がまだ終わっていなかったので、教
科書や資料集を読んだり、『センサー化学』
（新興出版社啓林館）を解いたりしました。
また、『重要問題集』（数研出版）や『化学
の新演習」（三省堂）を使って問題演習を
積みました。

10月と同じく、『重要問題集』（数研出版）
や『化学の新演習』（三省堂）を使って問題
演習を積みました。
また、『鉄緑会東大化学問題集』（角川学
芸出版）を使って過去問演習もしました。

左と同じです。 左と同じです。 左と同じです。
過去問が古くなっていくにつれ、問題
の量が少なくなってきて時間配分の練
習には使えないと感じたので、東大模
試の過去問題集を買いました。
センター試験の対策は特にしません
でした。

センター試験後のために直近の過去
問を6年分残しておいたので、それを
解きました。
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二次

科目

英語
（77）

50% 50% 50% 50% 50% 50% 50%

国語
（51）

2% 2% 2% 8% 8% 8% 8%

数学
（81）

12% 12% 12% 10% 10% 10% 10%

生物
(46)

18% 18% 18% 16% 16% 16% 16%

化学
（45）

18% 18% 18% 16% 16% 16% 16%

センター 0 ：10 0 ：10 1 ： 9 5 ： 5 9 ： 1

11月

科　類

理科三類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

単語の知識が足りなかったので『鉄緑
会英単語熟語　鉄壁』（角川学芸出
版）勉強していました。1日に長文を1
題は読み、二次試験の全ての大問の
形式の問題を毎日時間を意識して解
くことを心がけていました。

秋の東大実戦模試・東大オープンを
視野に入れ、単語や熟語を再確認し
ていました。熟語に関しては学校で配
られた『Vintage』（いいずな書店）と『鉄
壁』（角川学芸出版）を併用して詰めま
した。二次試験型の問題を時間配分
に注意しながら演習していました。

時間をしっかりと計って東大の過去問
を中心に演習を重ねていました。この
時期は時間を短縮できる和訳に力を
入れ、『東大の英語25カ年[第7版]』
（教学社）を利用していました。英作文
など自分では採点しづらい部分は先
生に採点してもらい、毎回点数を確認
していました。

二次試験型を中心にしていましたが、
センター試験の過去問も解いていまし
た。ここで、自分の実力に合ったレベ
ルの問題（センター試験）をはじめから
使うべきだったと反省しました。

センター試験の過去問を解きつつ、二
次試験形式の長文も一日一題読むよ
うにしていました。アクセントや文法な
どの基本事項で誤った部分はノートに
まとめていました。

時間をしっかり計って東大の過去問25
カ年を解いていました。文章を丁寧に
読むことを心がけました。東大の過去
問25カ年は、自分で二次試験型の
セットを作り解いていました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

東進の東大本番レベル模試の過去問
や、東大の過去問の二周目などを実
践形式で時間帯も合わせて解いてい
ました。

学校で配られた古文の単語帳を寝る
前に10分ほど読んでいました。古文の
単語帳は『読んで見て覚える重要古
文単語315』（桐原書店）を行っていま
した。
この時期はそれ以外は国語に触れて
いませんでした。

引き続き古文の単語帳を短時間で集
中して読んでいました。一週間に一回
のペースで古文・漢文の東大の過去
問を１年分解いていました。

二次試験型、センター試験型の古文・
漢文を２，３日に一度のペースで解き
ました。個々に出てきた単語や重要表
現も貪欲に吸収しました。

センター試験型の国語を時間を計って
解いていましたが一向に点があがら
ず、つらかったです。

引き続き単語を吸収しつつセンター試
験型の問題を解いていました。焦るあ
まり多めに解きましたが成果は出ず、
少し後悔しました。

現代文は東大特進の林修先生の講
座を復習し、センター試験対策ばかり
で少し衰えてしまった記述力を取り戻
していました。古文・漢文は二次試験
型の問題を２日に一回解きました。

現代文は林修先生の授業の見直しし
かしませんでした。古文・漢文は毎日
一年分過去問を解きました。

二次試験型の問題を150分でひたすら
解き込みました。東進の東大本番レベ
ル模試の過去問や、東大の過去問の
二周目などを実践形式で時間帯も合
わせて解いていました。

生物の教科書を精読し、ひたすら理解
することを重点的に行い疑問点はすぐ
にメモしていました。教科書は学校で
配られた東京書籍のものを利用して
いました。
化学と同様に実践形式で東大の過去
問を解きました。

引き続き知識は貪欲に蓄えつつ、化
学とセットでの実戦演習に力を注ぎま
した。時間配分や問題の取捨選択も
意識しました。

同様に知識は貪欲に蓄えつつ、化学
とセットでの実戦演習に力を注ぎまし
た。時間配分や問題の取捨選択だけ
でなく、減点されない答案作成も意識
しました。

教科書と田部眞哉先生のハイレベル
生物のテキストを復習し、知識の確実
な定着を図りました。様々な問題を集
めて化学とのセットを作り、演習してい
ました。

センター試験の範囲であるが、二次試
験では出ない進化などの手薄な範囲
を中心に知識を定着させていました。
センター試験型はあまり対策しません
でしたが、二次試験型は一日に一問
程度解いていました。

記述力を取り戻すために『東大の生物
25ヵ年［第3版］』（教学社）を利用して
まだ解いていない東大の過去問を解
いたり、模試の過去問を解いたりしま
した。化学とセットで時間配分などに
気をつけながら解きました。

東進の東大本番レベル模試の過去問
や、東大の過去問の二周目などを化
学とセットで実践形式で時間帯も合わ
せて解いていました。復習により力を
いれ、減点されない答案つくりを心が
けました。

学校の先生オリジナルのテキストや塾
のテキストを利用していました。
夏の東大実戦模試・東大オープン模
試や、日頃問題を解く中で気が付いた
自分の弱点を補うように意識しながら
勉強していました。

間違った問題の要点をまとめたノート
を作成しました。新しい問題も一度解
いた問題も両方、復習に力をかけてい
ました。

『東大の理系数学25カ年[第7版]』(教
学社）を使って150分のセットを作り、
演習していました。
センター試験は一週間に一度、本番よ
り20分短い時間設定で解いていまし
た。

『東大の理系数学25カ年[第7版]』（教
学社）を使って150分のセットを作り、
演習していました。東大模試の過去問
題集も活用しました。
センター試験は一週間に一度、本番よ
り20分短い時間設定で解いていまし
た。

センター試験型の問題をメインで解き
ましたが、二次試験型を一日に1, 2問
は解き、勘を鈍らせすぎないようにし
ました。

しばらくセンター試験対策をメインでし
ていたため、二次試験の勘が鈍って
いたので、東大の過去問で間違えた
問題を中心に解き直していきました。
二次試験型の問題を150分で解いても
センター前より劣り心配になると思っ
たので、復習に徹しました。

東進の東大本番レベル模試の過去問
や、東大の過去問の二周目などを生
物とセットで実践形式で時間帯も合わ
せて解いていました。復習により力を
いれ、減点されない答案作りを心がけ
ました。直前は自信をつけるために一
度解いた過去問を解きました。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

センター試験にも二次試験にもつなが
るということで暗記項目の再確認を
行っていました。演習や過去問も時間
を計って解き込みました。

生物とセットで150分で時間を計り、と
にかく解き込みました。自分で高3春
からつくっていた全範囲の知識のまと
めノートを定期的に見直しました。

同様に生物とセットで150分で時間を
計り、とにかく解き込みました。自分で
高3春からつくっていた全範囲の知識
のまとめノートを定期的に見直しまし
た。また模試などの復習もやりこみま
した。

様々な問題を集めて生物とのセットを
作り、演習していました。週一回、セン
ター試験型の化学を本番の半分の時
間（30分）で解きました。

センター試験型と二次試験型を１：１
の配分で、時間を計って解きました。
オリジナルの知識のまとめノートを大
いに利用できました。

生物化学は数学ほどなまらなかった
ので、生物とセットで二次試験型150
分の演習をこなしました。東大模試の
過去問を解いたり、東大の過去問の
二周目を解きました。

Tokushin_2
タイプライターテキスト
　23 / 25 ページ



二次

科目

英語
（95）

25% 25% 25% 20% 15% 20% 20%

国語
（47）

0% 0% 0% 20% 40% 20% 20%

数学
（100）

25% 25% 25% 20% 15% 20% 20%

物理
(53)

25% 25% 25% 20% 15% 20% 20%

化学
(37)

25% 25% 25% 20% 15% 20% 20%

センター 0 ：10 0 ：10 0 ：10 0 ：10 10 ： 0

11月

科　類

理科三類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

週1回東大形式の問題を演習していま
した。この頃には完成していました。単
語もたまに見ていました。

先月と同じです。 先月と同じです。 先月と同じです。 あまり時間をかけたくなかったので、リ
スニングだけ毎日するようにしました。

過去問をひたすら解きました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

先月と同じです。ひたすら過去問を解
きました。やって良かったと思います。

対策しませんでした。 対策しませんでした。 対策しませんでした。 センター試験の過去問を始めました。 センター試験の過去問を解きました。
センター試験の国語は過去問を解い
て、間違えた問題の分析をすること
で、点数が上がっていきます。

過去問をひたすら解きました。 先月と同じです。ひたすら過去問を解
きました。楽しかったですが、あまり意
味はなかったようです。

先月と同じです。結構サクサク解けた
ので、楽しかったです。

週1回東大形式の問題を演習していま
した。今思えば、この時期はもう少し
自分の弱点分析と、その克服のため
の問題演習に時間を使えば良かった
と思います。

先月と同じです。 先月と同じです。 先月と同じです。 センター試験の形式に慣れておくため
に、2,3年分センター試験の過去問を
解きました。

過去問をひたすら解きました。 先月と同じです。時間が余ったので、
東大模試の過去問題集を解きました。
東進の東大本番レベル模試の過去問
も解きました。もう少し、量より質を重
視すれば良かったと思います。

週1回東大形式の問題を演習していま
した。この頃には完成していました。

先月と同じです。 先月と同じです。 先月と同じです。 センター試験の形式に慣れておくため
に、2,3年分センター試験の過去問を
解きました。

過去問をひたすら解きました。

先月と同じです。時間が余ったので、
東大模試の過去問題集を解きました。
東進の東大本番レベル模試の過去問
も解きました。もう少し、量より質を重
視すれば良かったと思います。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

週1回東大形式の問題を演習していま
した。今思えば、この時期はもう少し
自分の弱点分析と、その克服のため
の問題演習に時間を使えば良かった
と思います。

先月と同じです。 先月と同じです。 先月と同じです。 センター試験の形式に慣れておくため
に、2,3年分センター試験の過去問を
解きました。

過去問をひたすら解きました。
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二次

科目

英語
（87）

10% 10% 10% 40% 30% 15% 20%

国語
（41）

5% 10% 25% 40% 40% 0% 5%

数学
（91）

40% 30% 20% 10% 10% 25% 35%

物理
（45）

20% 25% 20% 5% 10% 30% 20%

化学
（43）

25% 25% 25% 5% 10% 30% 20%

センター 0 ：10 1 ： 9 3 ： 7 9.5 ：0.5 9.5 ：0.5

11月

科　類

理科三類

5科目
に対す
る学習
割合

10月
5科目
に対す
る学習
割合

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験後）

5科目
に対す
る学習
割合

2月

週に1回、塾で東大型の問題を解き、
英語力が落ちないようにしていまし
た。

10月と同じです。
後半からは、熟語の復習を始めまし
た。

10月と同じです。 学校で配られた文法の問題集を何周
かやり直しながら、文法事項を復習し
ました。

センター試験の過去問の文法問題の
み、10年分程解きました。

語彙力不足を感じていたため、『鉄緑
会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学芸
出版）をやり始めました。
要約と英作文については、過去問を
解き、信頼できる先生に添削をお願い
していました。
長文については、読解力が落ちない
ように、定期的に過去問を解くようにし
ていました。

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（～冬休み前）

5科目
に対す
る学習
割合

12月
（冬休み）

5科目
に対す
る学習
割合

1月
（センター試験前）

1月に引き続き、要約と英作文の添削
指導を受けていました。
苦手だった要約は、これに加え、解い
た過去問の文章を自分なりに分析し
ていました。
入試直前にはリスニングの過去問を3
年分解きました。

学校で配られた単語帳で、古文単語
を復習していました。

10月と同じです。
後半からは、古文・漢文の基礎的な文
法知識の見直しも始めました。

センター試験対策として、古文・漢文
の基礎的な文法知識を見直し始めま
した。
また、問題演習として東大の古典の過
去問を3年分解きました。

『センター必勝マニュアル』（東京出
版）を使って、細かい文法事項をイン
プットしました。
また、センター試験の過去問を、時間
を計って10年分ほど解きました。

センター試験の過去問を7年分ほど解
きました。

特に何もしていませんでした。 現代文は、東大特進の直前対策コー
スを受講して、最後の確認をしまし
た。
古文・漢文は、入試直前に古典の過
去問を1年分解きました。

過去問を解き切ってしまってからは、
東大模試の過去問題集を解いていま
した。
また、苦手意識があった複素数の範
囲の問題演習をしました。

東大の過去問を化学とセットで、週1
のペースで解いていました。

10月と同じです。 10月と同じです。 特に何もしていませんでした。 センター試験対策として、センター試
験の過去問を2年分解きました。

まだ残っていた東大の過去問を解くと
同時に、問題を解く力が衰えていない
か心配だったので、『理論物理の道
標』（河合出版）で気になった問題を
ピックアップして解いていました。特に
原子物理の範囲は重点的に演習して
いました。

東大の過去問を解き切ってしまってか
らは、東大模試の過去問題集を化学
とセットで解いていました。

東大の過去問を1年ずつセットで、週1
のペースで解いていました。
また、分野別対策として、『解法の探
究・確率』（東京出版）、『解法の探究・
微積分』（東京出版）や、問題を解く力
が衰えないように『ハイレベル理系数
学』（河合出版）などの問題集を解い
ていました。

引き続き、東大の過去問を1年ずつ
セットで、週1のペースで解いていまし
た。

11月と同じです。 東大特進の冬期集中講座の東大数
学の予復習をしました。

形式に慣れておくため、センター試験
の過去問を3年分解きました。
問題を解く力が衰えないよう、『ハイレ
ベル理系数学』（河合出版）の問題を
時折解いていました。

まだ解いていなかった年度の東大の
過去問を解いていきました。

東大の過去問を解き切ってしまってか
らは、東大模試の過去問題集を物理
とセットで解いていました。

 【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】  【センター：二次】

東大の過去問を物理とセットで、週1
のペースで解いていました。

10月と同じです。 引き続き、東大の過去問を物理とセッ
トで、週1のペースで解いていました。
少し難しめの問題を解いておきたかっ
たため、『新理系の化学問題100選』
（駿台文庫）を解き始めました。

特に何もしていませんでした。 知識の穴を埋めるために『化学の新
研究』（三省堂）を丁寧に一読しまし
た。
また、学校で配られた、センター試験
で正答率が低かった問題を集めた問
題集を解きました。

まだ残っていた東大の過去問を解くと
同時に、センター試験前にやりかけて
いた問題集を解き切りました。
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